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本図幅の調査は北海道開発腐の昭和27年度事業として行われたもので，工業技術院

地質調査所はその委託を受け7地質部の太田は図幅西部および小樟市内地域を， 上村は

図幅東部のうち余市川本流以北の地域を， また犬沢は間以南のi世主主を分担し，調査に

従事した。野外作業には昭和27年6月より 8月までの 3カ月を費し，室内作業は引続

き地質調査所において行われた。 なお北海道支所の猪木幸男および垣見俊弘両技官は

調査の一部を分担し， 化石の鑑定は燃料部棚井敏雅技官によった。また本調査には米

軍から貸与された空中写真を利用することができた。

現地作業に際し余市営林署 ・余市町役場 ・赤井川村役場 ・田中鉱業株式会社および

堺化学工業除式会社より調査皇室行上各種の便宜をうけた。

f 
喝

1.地 形

本図幅区域は地形上からも地質的にも， 赤井川火山・ 阿女鱒およびその他の火山，

ならびにこれら火山の基盤をなす新第三系の区域に犬別される。木図幅中央をほピ東

から西に向って余市川が貫流している。この川は朝旦岳(海抜 1.280.8rn，図幅外)に

源を発し，赤ご:Jt川村落合において小樽川をp 都において白井川をそれぞれ併せ，さら

に下って赤井川火山カルデラ内部の水を集めた赤井)11と合流し， カルデクの西外壁を

ほどとiモ円形に迂廻し，余市町を経て日本海に注いでいる。赤井川火山の東方へ連続し



2 

犬登山より松倉岩を経てl:Vl旦岳におよび， あるいはこれより分岐して毛無山および於

古発山に至る山稜は，図幅内北東部における分水準をなし， 登川 ・若手部川・幌内川 ・

混谷川・勝納川および小樽川等日木海に注ぐ諮河川の淑となっている。図隠南西部虻

田君1¥の地域は尻別川!の上流に当る。 この川は羊蹄山麓の西側を遇って狩太および殴i越

をiff.!Jぎ円木海に注く.。図幅南京都豊平町の区域は豊平川の上流区域に当る。豊平川は

中LI脇市q1'jを:PJ:流し石狩川に合流している。

1. 1 赤井川火山

木火山は図幅四半部の中央に位置し， その西麓は茅沼図幅内にまで延び，その間積

は京j1Lj約 12km，南北約 10km，中央にカルデラがあり，その直径は東西約 7.5km，

南北約 6km，その環盤の内側は比高 200-400kmの急〈斜商となっている。カルデラ

の最高点はその北西壁に軍事える海抜 724.8mの大黒山であって，他は海抜 400-600m

の高さで連り，南東方がや L低<， その部分から火口瀬が南方に流れ余市川に合して

いる O 本火山の墓童書岩は火山の東方に最も高く ，火山の木休よりも却って高い部分に

露出し，カルデラの南北両側および南東側では熔岩の下位に窓われ， 西方においては

熔岩の下位にかくれて全くみられなし、。従って火山生成以前の地形は，概して東方に

高く西方に低かったと考えられる。木火山の外輪山はその形態から考え成層火山であ

り，カルデクの北方外側の山腹には熔岩円頂丘と恩われる 1つの寄生火山がみられる。

この寄生火山をl頁白山(海抜 460.8m)と呼ぶ。またカルデラ内部の北側環墜に接し

て，菅主主を伏せたような円錐月五の美しい山容を示す中央火口丘がある。 同じく熔岩円

取丘であり北丸山と呼ばれ，海抜 292m，比高約 100mで、ある。

~ヲ l'川火山の南方において余市川を挟む南北両岸の地質を比較すると， その著しい

杯|遺および地形によって， その間に西隣の茅沼図幅内に泣続する 1つの断層の存在が

推定される。余市川南岸における主義泊した断層崖地313は顕著であるが，この連続は茅

沼図幅内におよび余市)11の左岸に沿ってその外側を囲み， こLでさらに智曲して北方

に延びている。明らかにカルデラ地形と考えられ，このカルデクをM宜上余市川カル

デクと呼ぶ。 このカルデラ壁は東方では次第に北方に曲り，赤井川村曲川附近で皇室に

赤井川カルデラの内部に入る。赤井川村曲川附近より余市川にそって落合に至り，そ

れより小梅川にそって北方へ走る断層は， 落合より北方では断層両側の地塊のずれは
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著しくないが，曲川より落合に至る聞で余市川両岸の地質を比較すると， 北岸におい

ては新第三系の最上位にある集塊岩層が広くかっ厚く分布するにもかLわらず， 南岸

においては本層は全く見出されずこれより下位の地層が分布している。 また落合部落

西方附近において，新第三系の一般走向をみると NO~450 W で北東方に傾斜して

いるが，落合部落附近の断層に近接した部分では， 走向が断層に平行に曲げられかっ

北西方に傾斜しているので， これらの事実等から考えると，赤ご片川火山の原地形完成

以後にこれら両断層に挟まれた地塊が2次的に陥筏し 特にとのi也塊の南西方ほど転

[立が甚しかったと思われる。 この陥浅の時期は明瞭ではないが，恐らく赤井川カルデ

ラの生成と同時期ではらるまいか。 前記集塊岩層は本図幅中央部から北東部に亘る広

大な面積に分布しており，さらに北隣の図幅に連続し日本海岸に臨んでいる。 この集

塊岩層は赤井川カルデラの北方において， 余市町遁分附近を南北方向に走る相当規模

の犬きい東落ち断層によって，その西方の擬友質砂岩層と境している。

既遠の諸事実を綜合すると， 余市川カルデヌは銀山および稲穂苓附近を頂部として

北東方に聞く馬蹄形の陥浅カルデブと推定せられ， 頂部附近では最も転位が著しい。

そしてこのカルデラの生成後ε その東方中央部の断層線上に赤井川火山の円錐形火山

体が形成され，その後ふた Lび陥浅が起り赤井川カルデラを生じ， 同時に山体南東部

の地塊が低下したのである。

カルデラ生成の際， その直前に浮石流その他噴出物を犬量に押出した実例はわが国

では多数報告されているが， 余市川カルデラ生成の際には図幅内はもちろん，西隣の

茅沼図幅内においてもかLる噴出物は全くみられない。すなわち赤井川火山は，前述

の如く余市川カルテ'ラの東側断層中央部の弱所に生じた円銭形成層火山であって， そ、

の後山頂部に陥浅カルデラを生じ さらにその内部に北方環墜に接し中央火口丘の;j1J

丸山を生じたのである O

1. 2 阿女鱒火山およびその他の火山

阿女鱒火山は図幅南東部に位置し， 新第三系および余市火山噴出物を基盤とし，約

80の緩斜面を有する低平な栂状火山である。本火山噴出物は西方が余市火山噴1古物に

遮られているため，主として北方，東方および南方に広く拡っている。山休の北部お

よび西部は阿女鱒沢支流・湯ノ沢・ガロノ沢(余市川支流)およびポシガロ/沢等の侵
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蝕により若干開析を受けて卜るが， 比較的立 く火山政地形が保存されているに反し，

南部では白井川支流の各沢の頭部俊蝕が相当選んでいる。 木火山噴出物と基盤岩との

境界から考察ーよると， 火山1自立i当時基盤岩はほ ピ平坦に分布していたものと思われ

る。またガ廿'λ沢(余市}Ij支流)の上流では新第三系の流紋岩質J笈友角磯岩層が海抜

620m m辺まで露li¥しているので， 本火山噴出物の厚さは恐らく 350m以下と考え
られる。

この火山は会山樹木が繁茂し露出が思いので， 火山噴出物を細分することは困難で

あるが， よ山J惨ならびに岩質によって阿女総岳熔岩および明治熔岩に大別される。阿女

総熔岩は現在の阿女僻岳山頂(海抜 1，014.4m)附近を中心として流出したもので，火

山荷:府岩をほとんど挟まない厚い熔岩流よりなる。 山頂の北西側，ガロノ沢の頭i部に

当り，北西方に関口し急建をめぐらした馬蹄形凹地地形がみられるO 航空写真および

現地における観察によれば爆裂火口と推定される。明治熔岩は現在の三角点 816.4m

lZ地附近を中心として西方に流出したもので，ほとんど熔渇流より なるO

上記の阿女鱒火山以外に， 新第三系を基盤とし青井}Ij火山・ 余市火山・丸山火山お

よび朝里火山の噴出物が図幅南東部にみられる。青井川火山噴出物は主と して熔岩流

よりなり，南隣の倶知安図幅内の同火山山頂(海抜 1，009.4m)を中心として噴出した

もので主〉り， 余市火山噴出物および朝里火山唆出物は，それぞれ東隣の銭匝I区i幅内に

山I頁を有する余市火山(海抜 1，488.1m)とJli)i里火山(海抜 1，280.3m)とから連続発蓬

したものであって，厚い熔岩流よりなる。丸山火山噴出物は北隣の小得西部図幅内に

山]支を有する丸山火山(海抜 629.2m)の噴出物である。いずれも木幅図内にはそれら

の一部分がみられるのみで，火山都、迭を明らかにするこ とができない。 これら火山は

相当似蝕を受けており，余1'11火山噴出物は阿女鱒火山噴出物の下位に見出される。

白井}II上流の中ノ川において， 三木股から直距約 3.4km上流の右岸に噴気 口の跡

がある。村民の談によれば往時その活動は頗る盛んで，昭和10年噴までは附近ー帯は
ヤチ

いわゆる谷地で湿地を形成し， そのなかより硫化水素ガスをブツブγ噴いていたとい

う。その後活動が漸次衰え， 現今においては附近の約 100m2の範聞は不毛の平地と

なり草木が全く生えず，噴気口の位置は明らかではないが，硫化水素臭が漂っている。

この附近の地質は新第三系の援友質砂岩よりなり， この上に人顕犬以下の安山岩の転

石が多く見出され，両者はともにl脱色または粘土化しており， かつ部分的に硫黄また
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は硫化鉄が鉱染している。

本図幅北東部に見出される毛無山・於古発山・犬登山および小登山等の小火山は，

準平原化されたずf第三系を基盤とし諸処に噴出したもので， 火山降屑岩類を伴わず厚

い熔岩流よりなり，それらの岩質は頗る類似している。 於古発山は侵館、作用により原

地形は相当失われ，勝納井川に面して熔岩が断崖をなして臨んでいるO 毛無山は本図

幅内では西半部がみられるのみであるが，火山原形が相当失われている。大登山およ

び小登山は火山原形が相当失われているが， 現地形から考えるとかつて熔岩円]頁丘を

なして鋒えていたものと推察される J

1. 3 新第三系

木図幅南西部において， 余市郡と岩内・虻田両郡との境界をなす山苓は新第三系よ

りなり，その稜線は著しい高低がなく， おLむね海抜 600-700mの高さにある O ま

た本図幅北東部には新第三系最上部の集塊岩層が広い面積に分布しており， 於古発山

および毛無山等は集塊岩層の土位に両輝石安山岩の熔岩流が薄く載ったものである。

これら熔岩流を除いた新第三系の高さは海抜約 600-700mであり， 小梅市と赤井川

村との境界をなす稜線がこれを代表している。図隔南東部においては新第三系が著し

い地殻変動を受けず重畳していて， その上位に阿女鱒山・余市岳および朝旦岳等の新

期火山岩熔岩流が載っているが， これら熔岩流と新第三系との境界をみるに著しい高

低の差がなく海抜 600-700mの高さにある。

上記の諸事実から本図幅内一帯には，新第三系の堆積以後に若干の地殻変動があり，

宿泊あるいは断層を生じたが，その後準平原イ七作用が行われ， 準平原の上に前記諸火

山岩の噴出をみたと考えられる。 そして犬登山・小登山附誌において，新期安山岩と

新第三系との境界の高さが海抜 400-500m，明治鉱山東方山地で 360-500mを示

しているのは， 赤ニ:Jt川カルデラ生成の際における陪浅に伴う地族の変動のためと解す

べきではあるまいか。

新第三系の分布する地域は軟弱な岩石よりなるため， 珪イ七帯および集塊岩地域を除

き一般に低平な丘陵地形をなしており， その上位の安山岩区援が急峻なi也形を呈する

のと対照的である。 図脳内にt土地質図上に示ーしたように，多くの珪イ七帯が発注してい

て特異な景観をなし なかんづく小樽市と赤井川村との境界をなす稜線附近において
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顕著であって， 山率上には;j1~::íき岩をは じめ五犬かつ!塁硬な且2化岩休が 6-7個突出して

鋒えており，松倉岩の如きは高さ 20余mに達し日木海上からも溢望せられ航海者の

目標になっているO また図幅南部の都鉱山附近では， 流紋岩質J次災角磯岩層がiiliイ七作

川を受け竪紋な岩石となり絶壁をなして河岸に臨み， ライオγ橋の北岸に鋒えるラ イ

オン岩附近が特に奇長を示している。 図幅内の広範囲に分布している集塊岩層は， し

ばしば集見岩独持の地形を示し凹凸ある黒色の断援をなし， 小樽市水源地附近および

赤井川落合部落東方山地では特に蕃二しい。

関問内の河J11の流路は安山岩 ・珪化情等の磁い岩石の分布および断層の存在等によ

ってしばしば決定されている。

1. 4第四系

赤井川カルデラの内部およびこれより連続して余市川下流の両岸にローム層が厚く

堆積している。赤井川カルデラ内のローム層は侵蝕作用のため原地形が相当失われて

いるが，海抜 200-220mの高さよりも下方に広く連続して分布し平坦な台地が所々

に残っている。 また大江村長沢北岸における台地は厚いロ{ムj雷よりなっており，こ

Lでは海抜 200-220mのほとんど平坦・広潤な台地地形が残っていて，余市川南岸

にそって分布するローム庖台地とほど同じ高さにある。 この事実から考えると上記の

ロF ムj脅は往時の低所をうずめて厚〈堆積し， その後の地盤上昇によって侵蝕され段

丘状に残されたものと忠われる。余市川上流の常総および阿女鱒附廷にも， また仁木

駅南東方にも厚いロ戸ム周の堆聞が<lbる。

II. 地 質

11. 1 地 質概説

本図幅区域は， 新第三紀の火山岩・火山際屑岩および堆積岩等の重畳よりなる積丹

層群，それ以後の第四紀火山岩類 ・洪積層および沖積層等によって構成されている。

またこの地方は新第三紀およびそれ以後において激烈な火山活動の影響下にあり，

かっ断層およ，び惰曲運動を受けている。特に積丹j冒群においては岩相の変化に富みか
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地質総括表第 1悶

鉱化作用のため緑色化・珪化・粘土化つほとんど化石を有していないのみではなく，

里子外における岩石の識別はかなりおよび脱色等の2次的変質作用を受けているので，

一応地難しい。このために図隠全域に亘る層序を組立てることは相当困難であるが，

質総括表を作製した(第1図参照)0 

中新陛下部積丹層群は北海道南西部新第三系の標準層序とされているもの Lうち，

より鮮新世中部に亘るとされる訪日縫統 ・八雲統および黒松内統に対比される地層であ

輝緑岩る。訪1/縫期に相当する時代には砂岩 ・頁岩等の堆積岩類はほとλ，どみられず，
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質変朽安山岩 ・変朽安山岩・流紋岩および火山昨屑岩等の火山物質の発達が著しく，

同部的には火山岩類を磯とする1熊岩の堆践がみられるが， ほとんど激烈な火山活動で '

終始していて，そのI噴出物は血基性から酸性に変化した。 この層群の中部は火山物質

を主構成物とするものと， 堆積岩演を主とするものとが同時異相の関係で、場所を果、に

して発達している。 これは火山活動の中心からの遠近および堆積環境の相違等に基く

もので‘ある。

八雲期に相当する時代においては， 火山物質よりなるものは図幅南西部に変朽安山

岩および同醇厨岩類が狭少な範囲に見られるのみであって， 他の地域においては粗粒

玄武岩岩床および安山岩質火山杯開岩等を 扶有する頁岩・砂岩等の堆積岩類がよく発

諮しており，この時期の火山活動は全般としては局部的であったことを示している。さ

らに八雲矧の終ちから黒松内期にかけては堆積岩換は少なく， ふた Lび安山岩および

同火山砕厨岩績の発、達が著しくなり， 本累層最上部にみられる小得集塊岩層において

特に顕著である。この集塊岩層はこれより下位の諸岩石， 例えば白井川累層の変朽安

山岩の上位にさえも直接載っており， その聞に不整合の存在することを示している。

集塊岩層よりも下位の各層の聞は整合かつ漸移的である。集沈岩層の堆積以後，忍ら

く黒松内末期から瀬棚期に亘り断層運動によって特徴づけられた地殻変動が起り，多

くの地塊に断たれ， かつ緩い習曲が行われた事実が他地域で・知られている。この図幅

内ではみられないが， 茅沼図幅内ではこの変動の後またはほど同時に石英閃緑岩・石

英閃緑玉音岩および石英;fXE岩よりなる酸性質入岩組の註入が行われ， これに引続き金属

鉱床が生成せられた。 この図幅内の諸鉱床もその犬部分は恐らくこれと同時期に生成

されたと推定せられ， f:i'lH周11平最上部の集塊岩間中には鉱床が見出されているO その

後準平)京化作川が行われ， その上に第四紀更新世:と考えられる輝石安山岩類の噴出が

あり，次いで比較的自主性の安山岩からなる赤井川火山および阿女鱒火山等が生成せら

~Ltこ。

ほY現在の地形を生じて以後，赤井川粘土層および赤井川ローム層等の堆積があり，

地盤の隆起が行われた。

現世層には河川流域に形成された沖和層がある。
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11. 2 新第三系

11. 2.1 積丹層群

積丹層群は堆積岩類および多量の各種火山物質の重畳によって構成されている。火

山物質の大部分は水底に累積したもので， 各種の堆積岩芸員と緊密に相伴っているので

両者を完全に分離して記載することは困難である。従って便宜上茅沼図幅の場合と同

じく，その熔岩相を基準として堆積岩類と一括して取扱うことにした。

この層群は変朽安山岩質ないし流紋岩質の岩石よりなる白井川累層， 変朽安山岩質

ないし安山岩質の岩石よりなる馬群別累層，これに対比される堆積岩相の余市川累

層，およびこれら3累層の上位に不整合に載る小樽集塊岩層に区分される。 しかし馬

群別累層は地質図に示すように図幅南西隅に狭い範囲に分布しており， 本図幅内のみ

の調査では他の諸岩石との関係が不明でその層位的位置を明確にすることができない

ので，茅沼図幅および同説明書で‘示された関係をそのま L採用した。 また第1図では

積丹層群の各層を訓縫・八雲・黒校内等の各統に対比せしめてあるが， これは読者の

理解に使ならしむためのもので， 前主主の如く本層群中には極めて化石に乏しく岩質に

よって襟式地の層序に対比し大体の位置を示したに止り， 必ずしも巌債なものではな

L 、。

積丹層群は通常 10-300程度の傾斜をなし全般的にみると北に向い緩く傾斜してい

るので，北方に、進むに従い次第に上位の地層を現わしているO 赤井川村阿女鱒附近に

おいて観察すると，安山岩質凝友角牒岩l層の現われている所を向斜の底とし， ほど南

北方向の:f!)!lを有し北方へ沈下する向斜構造がみられるが， 集塊岩層堆積以前において

各層は整合かっ漸移的に堆積しており， それが緩い摺曲作用を受け削剥作用がこれに

続いた。そして集塊岩がその上を厚く広い面積に亘って覆ったが，木岩中の爽みであ

る成層岩は緩く筒曲しており， 集塊岩層増積以後においても摺曲作斤jが行われたこと

を示している。 この図幅内には瀬棚統に対比される地層が欠如しているのでその時期

は明確ではないが， 第四紀火山岩類はすべてこの稽曲運動の影響は受けておらず，こ

れに続いて行われた準平原化作用以後に噴出している。

次に断層について述べる。 前述の如く赤井川村尚JIJから余市川下流にそった断層は

余市川カルデラの生成に， また余市川|上流にそい赤井川村落合から小樽川にそった断
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)門は赤羽川カルデラの生成?と，それぞれ関係があり洪む，'HU:に生じたもので、あるO 赤井

川村印l治鉱山南西方一帯は，多数の断層によって 15~200 の傾斜を有する地塊に志向分

せられ品目出，j~ してお り， かったif'立的には相当隔った地!習がー続きの山脈をなして漣豆し

ているので， これら諸断層は恐らく準平際化作川Il以前に生じたものであろう O 轟鉱山

京方の三木股附ili:でも， 明らかに阿女鱒および余市両火山噴出以前の断層群が発注し

J'Il!.1主総迭が錯雑している。

この図幅内の積丹層群は1JJ!.宜上次の8地区に分けて説明する。 すなわち仁木駅周辺
フゴヅベ

の仁木地区，余市町脊音防付近の脊部地区，小樽市に属する小樽地区，その南隣で赤井

川村常務附近の常盤地区，明治鉱山周辺の明治地区， その西隣で大江村尾根内附近の

尾根内地区，轟鉱山周辺の路地区， 明治および轟両地区に断層をもって接する中ノ沢

地区である。

II. 2.2 白井 川 累層

本累層のほとんど大部分はさE幅南部に広範聞に分布しており， 主として変朽安山岩・

流放岩および同質の火山昨屑岩演によって構成されている。 f任1資岩穎としては楳岩周

のほか，稀に流紋岩lil.~凝茨角磯岩層中に挟まれて頁岩の務層がみられるのみである 。

また化石の産出がなく地質時代の決定は難しい。 しかし岩質および層位的位置によっ

て司IJ~従統(中新世中下部)に対比されると考えられる。

変朽安山岩煩は主として尾恨内地区および中ノ沢地区に分布していて， 輝緑岩質変

朽安山岩および変朽安山岩に分けられ， ところどころ粗粒玄武岩床に貫ぬかれている。

輝緑岩J!l$}朽安山岩は，茅沼~慨における粗粒玄武岩の一部である輝緑岩質の部分に

対比されるものである。流紋岩は岩質の中日遣により中ノ沢流紋岩と落合流紋岩とに分

けられ， 前者は中ノ沢地区 ・明治地区および尾恨内地区に分布しており， 後者は常盤

地区内の落合附近に分布しているO

11. 2.2.1 中ノ沢地区

オ>::1也区の白井川累層は N 20~400 W の走向を有する断層により尾根内地区のもの

に，またほど南北の断層により藤地区のものに， ほど東西の断層により明治地区のも

のに，それぞれ接している。

この地区では大別して次の3岩よりなる。
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輝線岩質変朽安山岩本岩は曲川上流・中ノ沢中流および滝ノ沢中流において， 上

位にある変朽安山岩に対し走向 N300W 内外，傾斜 10-400NEをもってその下位

に見出されるO 主として輝緑岩質変朽安山岩よりなるが， 上位の変朽安山岩に接する

附近は粍粒玄武岩質であって，この両岩の境界附近では変朽安山岩と粗粒玄武岩とが

交錯し互に移化するので，確然とは分けられない。

i) 輝緑岩質変朽安山岩 本岩は鍛密かつ堅磁で、比較的新鮮であり，斑状組織がみ

られ友緑色石基中十こ輝石の黒色斑品が散在じ，粗粒玄武岩ほど著しくはないが緑泥石・

沸石および炭酸臨鉱物等よりなる杏仁状体が多数みられる。 また滝ノ沢中流において

は径数 mm程度の磯に富む集塊岩質となっている。

鏡下に検すると斑品は普通輝石・角閃石および斜長石よりなる。普通輝石は短柱状

で通常長さ 0.5-0.8mmで，ほとんどすべて(100)双晶を示している。角閃石は葱耐ー

のものは少なく， ほとんどすべて緑泥石・方解石および絹雲母等により置換されてい

るO 斜長石は比較的少なく ，卒状もしくは短柱状で長さは 0.5-1.0mm内外であり，

曹長石化作用が著しく双晶は認められない。石基は硝子基流品質で微細な長柱状斜長

石，粒状の輝石および粒状の鉄鉱よりなり，院隙を緑泥石および硝子が充填している。

このほかに微細な淡緑色の緑泥石の集合よりなる径 O.5-3.0mm内外の封i頼が多数

見出される。

ii) 粗粒玄武岩 標式的粗粒玄武岩においては特徴的な玉葱状風化を示し，集現岩

または緑黒色砂岩と誤認され易い。緑黒色ないし青殺色を呈し比較的敏密のものから

粗粒または多孔質のものまで、種々あって， 2次的鉱物として緑泥石・沸石および炭酸

i認鉱物等よりなる多数の杏仁状体を生じている。

鏡下では境問組織を示し斜長石・普通輝石・緑泥石・硝子およひ。欽鋭;等よりなる。

斜長石は曹友長石ないし亜2記長石に属し，長さ 0.4-0.7mmの長柱状結晶で網状に

漣絡し，その聞を他鉱物が填めてし唱。普通輝石は少なく径 0.2mm以下の短柱状な

いし粒状結晶である。また淡緑色の緑泥石， 鱗片状ないし繊維状の沸石および鱗片状

の方解石よりなる河瀬が多数見出される。

変初安山岩本岩は中ノ沢中流・同支流および滝ノ沢下流に分布しており， 流紋岩

によって覆われている。本岩は部分的に凝友角牒岩を挟んでいるが大部分は熔岩流か

らなっている O 木岩は変質度の低いものは友緑色，高いものは淡緑色を呈し， しばし
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ばそのなかに斜長石の白色斑晶が散在している。 全般的に瑳化作用を受けているので

非常に堕取となり，また石英和1J派が縦横に走り資銀棋の微粒がー閣に撒布している。

鏡下に検すると斑状組織が窺われるが， ま注品はいずれも緑泥石化作用および炭酸塩化

作j日等を受け著しく変質し分解しているので， 初生有色鉱物は全く認められず斜長石

が微かにみられるのみである O 石基は微かに硝子基流品質組織が窺われるが，著しく

変質していて緑泥石・緑自主石・方解石その他2次鉱物によって置換されている。

中ノ沢流紋岩本岩は中ノ沢および滝ノ沢下流に分布し下位の変朽安山岩を覆って

おり，ほとんど厚い熔岩流よりなるが， しばしば凝友岩および援友角牒岩等砕屑岩を

挟んでいる。甚しく珪化作用を受け頗る堅硬， かっ鰍密な岩石になり一見珪岩と誤認

される所もあるO 岩石はtR.白色で石英斑品はtまとんど認められず， 到る所に貰鉄鉱微

粒が散点していて，稀に幅 1~2cm の石英籾脈が木岩中を走っているのがみられる。

鏡下に検すると斑晶は石英・正長石および斜長石よりなり， 初生有色鉱物は分解して

今く認められない。石英は少量であり径 0.5mm内外の細胞である。正長石はカオリ

:/~物質によって汚染されており， 5判長石はおLむね中性長石に属し柱状で長さ 0.5

~0.7mm である 。 石基は際微品質ないし微品質で珪化作用を受けている。

11. 2.2.2 明 f台1也区

明治鉱山附近においては， 地質図に示したように断層によって多くの傾裁4也塊に分

れている。 これら諸断層の露頭は地表ではほとんど直接認められないが，主として断

層両側における地層の急変または地形により判断される。赤井川村曲川より都および

上後五去を経て余市川に、沿い落合に至る断層は， 河川|の流路になっているが，その露政

を穴般において認めることができる。すなわち穴巌は河岸に突出した高さ約 60mの

岩休でlドノ沢流紋岩よりなり，この北方に広く分布する集塊岩層とは N50~60o Eの

断層によって境されている O 明治部落より上流の白井}IIにそってほど南北方向の断層

が走り， その北方への延長は明治鉱山木坑のすぐ東仰を通過して余市川に歪り，また

明治部落附近から別の断層が分岐して主として白井川に沿って北準し 明治鉱山本坑

附近はこれら3断層によって構造的に三角地帯を形成している。

この三角地帯内の岩石は下部より変朽安山岩・中ノ沢流紋岩および操岩層のJI民序で

重っており，ほ Y北西ー南東の走向で北東方へ傾斜するもの Lょうである。

変朽安山岩斑状組織を有し，友緑色石基中に長さ 3mm以下の耕長石の白色斑品
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が顕著に散在し，有色鉱物は目立たない。本岩中には所により緑色燦友岩を挟んでい

るが，地質図上には示していなし、。 緑色凝友岩は灰緑色を呈しそのなかに角機状の白

色物質を含み，塊状かつ粗惹な岩石である。

中ノ沢涜紋岩斑状組織を有し， 灰青色石基中に径 1~2mm の石英および長石の

斑品が比較的粗に散在しており，有色鉱物は肉眼では著しくない。 また所により顕著

な流状構造を示すことがあり， またほとんど無斑品のこともあるが，いずれも稀であ

る。木熔岩中特にその下方部においては同岩質の鋭灰岩を挟んでいる O この岩石は灰

緑色ないし灰白色を呈し粗震で，そのなかに径 2mm以下の石英が散在している O 鏡

下に検すると斑品は長石・石英および有色鉱物よりなる。有色鉱物は緑v巴石・緑簾石
および方解石等に分解されているので原鉱物の判定は難しいが， 結晶外形から察する

と角閃石および黒雲母であったようである。長石は結晶外形を留めているが，著しく

変質作用を受け双品はほとんどみられず曹長石・絹雲母および方解石等になっている

ので，殺長石および正長石の判別は難しい。石英は清透でゐり著し〈融蝕を受けて円

くなっているか，さもなければ破片状を呈している。石基は珪長質でそのなかに微細

な磁鉄鉱粒が散点しており，磁鉄鉱以外の初生鉱物はいずれも絹雲母・曹長石・緑泥

石等に変質している O

磯岩層 最上位にあって， 人頭大ないし拳大(稀に酒樽大)以下の磯を含み珪化作用

を受け著しく堅微になっており， 鉱体附近では褐鉄鉱が鉱染し潟j黒色に鵠けている。

木坑附近でこれら地層を横断する安山岩質岩脈が3カ所で見出される。

三角地帯の東方の地域では下部より流紋岩質援灰角操岩層・黒色頁岩層および媛灰

質砂岩層のJI民で重り，そのうち後2者は余市川累層に属する。 そしてその上部は阿女

鱒火山熔岩流によって覆われている。

i荒紋岩質凝友角磯岩新鮮なものでは淡緑色ないし灰緑色を呈しているが， 通常は

鉱化作用を受け灰白色粗援な岩石に変っている。塊状の場合が多いがしばしば層理の

みられることがゐり， あるいは著しく角磯買で鶏邦大以下の角燥の集合よりなる場合

もある O本層中には径 2mm以下の石英の破片がかなり多量に含まれている所がある。

三角地帯西方地域においては前記地域と同じく下部より流紋岩質凝灰角牒岩層・黒

色頁岩層および援灰質砂岩層の順て‘重っている。ii!ij地主主においてこの 3者は整合に重

っているものと考えられ， かつ黒色頁岩層仕流紋岩質凝灰角磯岩層とJ凝灰買砂場との
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中間またはその附廷に作.するものと思われるが， 露JiJ'::不十分のため必ずしも明確では

ない。三角地帯内の岩石と東西同地域内の岩れとは，I酉序上明らかに前者は後者の下

{立にある。

四方地域のさらに西側すなわち都部落の余市川を隔てた対岸の地塊では， 中ノ沢流

紋岩およびその上伎の機岩屈が分布している。両者の関係は直接には認められないが，

都部都対岸にそい約500mの聞に断崖をなしほとんど連続して露出している牒岩層が

あり，その一般走向は N0-200 Eで200内外西方に何添}しているので，機岩層は流

紋岩の上f立にあると考えられる。

磯岩層粗粒ないし中粒の砂岩層を混え，また所により厚さ 1m以下の頁岩をレ y

ズ状に挟むことがある。磯岩中の磯は径 10cm以下で分級は不揃であるが，よく水磨

された各種の離を含んでおり， そのなかで安山岩がほとんど大部分を占め流紋岩およ

びチヤ F トがこれに次いで・いる。河岸では変質を受けていないが，これより南方では

広く珪化作用を受け堅綾な岩石となっているO

中ノ沢流紋岩 中ノ沢地区で見出されるものと商品イ以している。

11. 2.2.3 適地区

木地区の白井川累照は前述の中ノ沢地区とは断同をもって境し， 路線岩質変朽安山

岩および流紋岩質療灰f有機岩jrHよりなる。

輝緑岩質変朽安山岩 木岩は菅井)11入口附近および車，j;鉱山附近において 白井)1¥沿岸

3個所に見出される。青井)11入口附近の木岩は輝緑岩質の部分はほとんどなく， 大部

分は粗粒玄武岩質であって2次的鉱物の生成は顕著であり，また 1-2cm程度の石英

知l脈が発達している。白井川支流オトシ沢(滝ノ沢入口より北方1ツ日の沢)入口およ

びガロノ沢 (滝ノ沢入口より東方1ツ目の沢)入口附廷に分布する木岩も相粒玄武岩

質であり，特に後者において杏仁状体の発蓬が著しい。

これらの粗粒玄武岩質の岩石は一般に全体が一様にj天青色ないし灰育緑色を呈し般

需であるが， 所により多孔質で緑泥石の杏仁状休の発注が頗る著しい部分がみられ，

また方解石納l脈が多数走っているO鏡下では境問組織を皇し斜長石・緑泥石・方解石・

硝子 ・欽鉱等よりなり， 初生有色鉱物は緑泥石・方解石等に全く分解されている。斜

長石は曹灰長石に属し長さ 0.5-1.0mmの長柱状結晶で， 方解石および殺熊石等に

分解されており網状に連絡している。 多数認められるJ，Jlilmは主として淡緑色織統状の
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緑泥石によって充右翼せられ， その外縁には方解石もしくは淡褐色の緑泥石を生じてい

る。

流紋岩覧凝友角篠岩唐木層は轟鉱山附近に広く分布し木鉱山鉱脈の母岩をなして

いる。中ノ沢流紋岩とはほとんど同時代のもので， 本岩層は火山際暦岩類特に畿灰角

燦岩を主体としている。鏡灰角磯岩は全体的に灰緑色を呈し塊状で層玉虫はみられず，

そのなかに小豆大(稀にはくるみ大)以下の白色または淡緑色角機を多数含み，また径

4mm以下の石英および径3mm以下の六角板状の黒雲母の結晶が点々として見出

される。木岩層は鉱脈の附近では著しい珪化作用を受け石英が細脈をなして縦横に走

り，あるいは全般に侵染しi渡る堅硬・紋密で，一見珪岩と異らない塊状の岩石に変っ

ている O この岩石は灰白色稀に帯緑灰白色を呈し，石英・長石等の斑品は全く認めら

れない。また珪化作用の顕著な所では黄鉄鉱が鉱染している。 このような岩石は峻険

な地形をなし，特に大石沢においては約 1kmの聞に高さ数 10mの絶壁となって現

われている。珪化作用をほとんど蒙っていない個所， 例えばガロの沢および大石沢等

においては角蹴伏構造が判別せられ，基地は淡緑色で葉鉄鉱の鉱染は認められず， か

つ起伏の緩い地形を呈している。大石沢においては厚さ 20cm以上の硬質黒色頁岩

および援灰質砂岩を挟有しているのがみられ，また木層を:貰ぬく変朽安山岩岩Il*があ

るO 硬質黒色頁岩は塊状・堅綾な岩石で， 層1翠は著しくなく破砕すると角片状に割れ

易い。通常や L風化して褐色を呈している。凝灰質砂岩は主義灰質の細粒砂岩であって，

全般的に淡緑色を呈しおLむね塊状で麗玉虫は著しくない。変朽安山岩岩脈は灰青色堅

綾な岩石で，ところどころ石英の細脈が走り堅牢な岩石となっており，長さ 3mm以

下の斜長石の白色毒症品が微かに点々として残っている。

II. 2.2.4 常盤地区

この地区では落合流紋岩が落合附近およびこれより余市JII下流に分布しており，熔

岩および凝灰角牒岩の互層よりなり，稀に凝灰質砂岩層を挟んでいる。走向 NW.SE，

北方へ 200内外傾斜している。中ノ沢流紋岩とは岩質がやL具りしばしば柱状節理を

示し，茶褐色・硝子質かっ堅硬・級密，強j品として長さ 1-2mmの長石斑品が少量認

められるのみで有色鉱物の斑品はほとんど認められない。鏡下では斑品として斜長石・

石英および普通輝石等が認められ，後2者は極く少量で時には欠く場合もある。斜長

石は清澄で累帯構造は著しくなく，おLむねはっきりした結晶外形を示すが， またし
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ばしば著しく閥触を受け円味を梓Jびている。 他に変質のため斜長石 ・正長石の判別の

困典jfなものもみられる。 石英は円味を帯び清透である。普通量lf石はほとんど緑泥石化

しているが部分的に抑鮮な部分がみられ， この部分は淡緑色で多色性に乏しく勢調が

著しい。また全く緑泥石化し原鉱物の種演の推定が難しいのもみられる。 副成分鉱物

として燐灰石および磁鉄鉱を伴う O 石基は硝子質でそのなかに針状の長石徴品がみら

れることがあり，また時にはや L脱硝子化した部分も認められる。 この流紋岩中には

兵珠岩の熔岩流を挟むことがあり，流紋岩との境は角硯駄を示しているO 凝灰角磯岩

はくるみ大ないし大豆大で稀に鶏卵犬の流紋岩角燥を多量に含み， 灰白色火山灰で凝

結されている。 また落合部落東方にみられるように流紋岩は粗粒玄武岩岩脈によって

貰ぬかれている。

11. 2.2.5 仁木地区

この地区の白井川累層には流紋岩質凝友角磯岩層がみられるのみで， 木層の上位に

は余市川累胞の鎖j火質砂岩層が載っており， その関係は整合と考えられるが直接の露

iJjはみられない。本層は余市川左岸にそってほとんど連続して露出し，一般走向は

N 15~50o W で北方に 10~250 傾斜している。 お L むね整然と成層しているが所に

より著しい偽層を示す。岩石は一般に淡緑色であるが風化作用により灰白色灰黄色に

変り易く，綾密で板状層恕を有しや L堅いもの， 層湿を有せず塊状で粗患のもの，ま

たは著しく角磯に富むもの等種々の岩本日がある。 また余市川右岸の平内附近にも木岩

が分布しているが露出に乏しし、O

11. 2.2.6 尾根内地区

この地区においては闘井川累層下部の変朽安山岩およびその上伎の中ノ沢流紋岩よ

りなる。前者は土木沢および上尾根内沢によく露出しており， そのなかにしばしば緑

色援灰岩を挟んでいるが地質図上にこれを区別しては示していない。後者は余市川を

挟み両岸に分布していてそのなかに援灰岩を挟み， 特に余市}Ij北岸に分布する木岩中

には著しいが，地質図上には援灰岩を区別しては示していない。

変初安山岩 木岩は主任状組織を呈し， 長さ 1~5mm の~4長石の白色斑品が暗緑色

ないし灰緑色の級事FJな石基中に比較的宇野に散在しているが， 有色鉱物はほとんど認め

られない。

鏡下で、は1粧品は角閃石・斜長石および石英を主とし， 少量かつや L小j診の紫蘇輝石
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を伴っている。角閃石は緑色角閃石に属し多色性を有するが，葱~手なものはなく一部

またはほとんど全部分解されて緑泥石・方解石等に変質しており， あるいは結晶全部

が緑泥石化し原鉱物の種類を決定し難いものもみられる O 紫蘇輝石はお Lむね柱状白

形を呈しや L多色性がみられ，一部または全部が緑泥石その他の鉱物に変質している。

斜長石は柱状で結晶外形は比較的よく保たれているが新鮮なものは少なく， 一般に多

少汚濁し緑篠石・絹雲母および方解石等を生じており， 累帯構造は外縁に近い部分に

のみ見出される。石突は清透で常に甚しく融蝕せられ，石基部が結晶内に深く湾人し

ており筈IJ日は著しくない。

石基は毛疑状組織で柱状の斜長石および粒状の磁鉄鉱等よりなり， そのなかに多量

の長柱状または不定形をなす小片として緑泥石・緑熊石その他の 2次鉱物が散在し，

一般に汚濁している。

変朽安山岩中にはしばしば緑色援灰岩が挟まれている。 この岩石は粗髭で比較的軽

く種々の色を呈するが通常灰緑色ないし淡緑色で， その中にしばしば点々としtて斜長

石 ・緑泥石等が認められる。塊状で通常層理を示さない。

中ノ沢流紋岩本岩は余市川南岸および北岸に分れて分布している O 前者は変朽安

山岩の上{立にあって黒色安山岩および集塊岩層によって覆われている。熔岩流を主と

ししばしば火山昨厨岩類を挟んでいる。後者は火山昨屑岩に富み熔岩と互層して余市

川河岸に白色の断崖をなしでよく露出している。火山伴暦岩は凝灰岩を主とし尾根内

北方の河岸では走向 N180 W，傾斜 160Eを示している。本岩は東方では黒色安山

岩と接しているが，河岸では両者の関係は直接には認められず， それらの上位は赤井

川火山噴出物で覆われている。

南岸に分布する流紋岩は斑状組織を示し， 灰青色ないし灰白色石基中に長さ 3mm

以下の長石の白色斑晶が散点しており， 石英斑品はこれに比較すれば少量で稀にしか

みられず，また有色鉱物もほとんどみられなし、。

北岸に分布する流紋岩はま柾状組織を示し， 灰青色ないし灰黄色石基中に長さ 3mm

以下の長石および石英の斑品が比較古今密に散在しており， 有色鉱物はほとんど認めら

れない。鏡下では斑品は長石 ・石英および有色鉱物よりなる。長石は柱状を示し結晶

外形を留めているが，曹長石化作用その他の変質を受け双品がほとんど認められない。

石英は済透で多くは破片状を示し，著しく融蝕を受けているものもある。有色鉱物は
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変質分解して原鉱物の決定は難しいが， 結晶外形から判断すると角閃石および黒雲母

よりなるものxょうである。石悲は淡褐色隠微品質である。

凝灰岩は灰白ないし灰青色，塊状かつ組悲で層理はほとんど有しない。長さ 2mm

以下の石英および長石の結晶を含むことがあり，またしばしば浮石片を含有する。

II. 2.3 余市川累 屑

この累隠は 下部よ り縞状砂岩附 ・下部凝灰質砂岩層・頁岩層・上部説灰質砂岩層お

よび安山活質J凝灰角牒岩屈の)IR1で買っており，図幅内の東部から北部にかけて広く分

布している O 余市}IIに沿い線ノ沢Ti'it上流約 1km附近から下流の落合附近まで延長約

9kmの聞に豆り，深さ 20-40mの深いU字形峡谷が発達し岩石の露頭がほとんど

連続して現われており，また小栂川に沿ってもよく露出しているので， この累層の層

序および岩相等をこ与で十分に観察することができる。

この累層は最上部を除けば堆積岩績を主とし，馬群別累層に対比することができる。

両累層は同時異相の関係にあって，前者が火山物質を主要構成物とするに対し後者は

主として水底における堆積相を示すもので，多少の火山物質を挟んでいる。

II. 2.3.1 常盤地区

既遠の如く余市川のU字形の峡谷に沿っては，約 9km の聞に豆り岩石の露政がほ

とんど連続して現われ，かつ地層の援昔Lはほとんどなく， こLでは木累層の最下部か

ら最上部までの堆積状況を十分に観察することができ， いわば余市川累層の標式地で

ある。また小樽川に沿っても岩石がよく露出しており， それらの観察によるとこの附

廷は北方に沈下した向斜梢迭をなし余市}IIと阿女鱒沢との合流点より下流約1m附

近に向斜の底があり，これより東方では N10-700 Eの走向で北西方に約5-100傾

斜しており，西方では N0-700 W の走向で北東方に 5-200 1Wì~f している。また肺j

斜の底より西方における層序と小潟川沿岸における層序とはよく一致している。木地

区の岩層は明治地区とは断層をもって接し， 南方では第四紀火山岩演によって一部覆

われているがその延長はふたLび轟地区に露出している。落合流紋岩主縞状砂岩層と

の関係は小樽川下流の 1露頭では不整合と観察されるが， これは局部的のものかも知

れない。縞状砂岩層より上部の各地!震は，余市川流域の露頭の観察ではそれぞれ整合

的である。
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縞扶砂岩層 本j雷は小梅川中流および余市川上流附近に分布し， 主として縞状の砂

岩よりなるO 本岩は灰黄~灰褐色を呈する中粒砂岩で時には細粒または粗粒であり，

灰黄部と灰黒部との細い横縞模様で示される整然とした層理を有するのを特徴とする

が， しばしば偽層を示す部分があり， また塊状で層理に乏しい部分や凝灰質の部分も

みられる。相当脆弱で、容易に破砕せられ塊状に割れる。なおこの岩層中には安山岩質

集塊岩 ・安山岩資溶岩・安山岩質建築灰角磯岩 ・安山岩機・ i流紋岩諜・ 浮石牒および頁

岩等を挟んでおり，向斜の西翼で特に顕著で吋ある。すなわちそこでは厚さ 5mおよび

2-3mの安山岩質集塊岩2枚， 厚さ 5-0.3mの安山岩熔岩および安山岩質援灰角

繰岩おのおの 2枚が見出される。安山岩機を含む層準は数枚あって， 棋は拳大ないし

くるみ犬のものが多く稀には人頭大におよんでいる。 これら安山岩質岩石の存在は，

本累層上方部に顕著に現われる安山岩質岩の活動の先駆であって， この時期から散発

的に行たれた事実を示すものであろう。流紋岩擦は拳犬以下でまbって， 安山岩操と混

合って同j脅準に見出されることがある。木岩の粗粒部には流紋岩の小繰が多数見出さ

れ，恐らく流紋岩は本砂岩層の材料を供給したものであろう Q また木岩層中には厚さ

50<.:m以下の援灰質砂岩や灰白色堅硬な設質岩を挟むことがある。

向斜の東翼においては， 小豆大以下の浮石機およびくるみ大以下の安山岩機を有す、

る2層準が認められ， また稀に厚さ 50cm内外の泥岩または泥質頁岩の挟みを有す

るほか，盤ノ沢滝附近では泥岩とともに緑色援灰質砂岩の挟みがみられる。西翼の部

分では厚さはおよそ 100mに達するが，この爽みの露出はみられない。緑色援灰質砂

岩は緑色部と淡緑色部との 2~O.5m の厚さの互層からなる。緑色部は層調がや L 発

達して硬く， 淡緑色の基地に小豆大以下の濃緑・淡緑または白色の安山岩質または玄

武岩質角牒が散点しており， 淡緑色部はや L脆弱で全般的に淡緑色を呈し層理を有せ

ずお Lむね塊状徹額であるが， かすかな層理を有する所もみられる。なお地質図上に

は記載してないが， 盤ノ沢滝下流約 170m下流の河岸に走向および傾斜が N220 E 

および 650Eの小断層の露出がみられる。余市川河岸に沿う長さ約 9kmに亘る遁

続露頭中，断層の露出はこの 1カ所のみである。

凝友質砂岩麿および黒色頁岩層前者は凝灰質砂岩を主とする厚い地層で，¥そのな

かに極めて特徴的な黒色頁岩層を挟んでいる。凝灰質砂岩は黄褐色を示し中粒ないし

粗粒，塊状にしてほとんど)冒頭を有せず， 粗繁かつ脆弱であって稀に風化1こより玉葱



20 

状構造を示す。 また木岩中にしばしば下イ立の縞状砂岩を挑んでいるが， これには結状

構造はあまり著しくない。黒色頁岩は援灰質砂岩1:1'1に 0.5-2mの厚さで数枚互!冒し

ており， 木岩のみで厚l習をなすことはない。 木岩は黒褐色 ・鰍街・堅硬で塊状をな

し周到はほとんどみられず昨くと多角状の小塊片になる。

安山岩質凝友角磯岩層 この岩層はおLむね鶏卵大以下の白色浮石賀角磯が， 淡)}(

~賞褐色のや L砂買の火山灰でJ長結されたもので， 角機には稀に上{立の集況岩層中の

ものと同質のものがあり， しばしば援j天質砂岩を挟んでいる。

II.2.3.2 明 f台地区

木地区の余市川累層は明治部落附近の断片jで閉まれた三角地帯の東西岡地塊におい

て見出され， 下部より頁岩層および援灰'Hl.砂岩層よりなり，白井}II累層の流紋岩質援

j火角機岩層の上位にある。 これら 3者はいずれも整合と考えられる。頁岩層はあるい

は他2者の中間にあるのではなく， 他のL、ずれか1層中に挟まれているのかも知れな

いが，露出不十分のため明確で、はない。

頁岩屋 黒色頁岩よりなり赦密かつ著しく堅硬で周辺Pは認められない。真黒色であ

るが風化作用により灰掲色に変り易く， 常盤地区における熊色頁岩と酷似しているが

必ずしも向周位とは考え難い。黒色頁岩は明治鉱111金山沢坑鉱床において鉱床の冠岩

をなしており，探鉱上l怒怜重要である。

凝友質砂岩屋 中粒で長石および石英等の粒子がよく認められ， 一般に灰黄色を呈

し脆弱で，かなりはっきりしたIi"i聞を有し，陪却而は剥げ易い傾向があるO なおポ γ

ガロノ沢より三角点 419.3mj¥{J也を隔て L西1JWの沢の本流において，海抜 280m附

lliに褐炭の参大.Lj、下の流炭が，炭質頁岩の転:{iとともに多数河流中に散在しているが，

m荊125年 10月に発見された当時は人jjiJ:{大のものがあり， 附近を試掘したところ炭質
頁岩には当ったが潟炭層は見出し得なかったという。褐炭は褐黒色でl施くJ習理面にそ

って剥がれ易い。この附近は一般に地層が整然としており，一般走向は N25-800 W 

で北方または北京へ 12_180 傾斜している O

II. 2.3.3 轟地区

この地区内の余市川累層は， 東西性および南北性の諸断層によって多くの地塊に細

分せられ，構造が錯雑している。大別すると次の5層よりなり，その問は整合であっ

て互に滞i移じている。
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下部凝友質砂岩唐 木層は三木股附近の地塊， この北方の地塊の頁岩層より下伎の

部分およびさらにその西方の地塊の各沢北方上流区域等に分布している O 三木股附ill

においては一般走向 N100Eで西方に300前後傾斜し，主として黒灰色凝灰質砂岩よ

りなり， しばしば縞状砂岩・変朽安山岩および同岩質凝灰角繰岩と互麗しところどこ

ろに粗粒玄武岩岩床を挟んでいる。西方地塊においては流紋岩質畿灰角機岩一層の上位

にあり， 走向 N700 W-N 450 E，傾斜 200N前後を示す。

岩床をなす粗粒玄武岩は全体が黒緑色にして級密， そのなかに方解石・緑泥石およ

び沸石等よりなる杏仁状体が多数散在している O 鋭アでは損間組織を示し斜長石・普

通輝石・紫蘇輝石・緑泥石・方解石・鉄鉱・硝子および沸石等よりなる。斜長石は曹

灰長石に属し，長さ1.0-1.5mmの短所状または長柱状を呈し網状をなして分布し

ており，かなり炭酸並立化作用・緑泥石化作用・曹長石化作用を受けている O 両輝石は

長さ 0.3-1.5mm で短柱状を示し， 炭酸塩化作用および緑担石化作用を受けてい

る。紫蘇輝石は少ない。 また鱗片状~繊維状の沸石，淡緑色の緑泥石および鱗片状の

方解石よりなる河瀬が多数生じている。

犬石沢上流において三角点 816.4m 高地の南微東約1.2km(5万分の 1地形図上

大石沢の文字の石の右肩附近)の左岸の小沢で， 本岩層中に挟まれ褐炭層の露出が見

出されるO 停さ約 3Crnのものが2枚あって， おのおのその上下には縞炭を渇えた黒

色頁岩等を伴い上部の黒色頁岩は木の葉イ七石に宮む。大石沢上流の黒灰色操灰質砂岩

中から植物化石 CastaneaUngerii HEERを産する(棚井敏雅鑑定)。

なお文献 16)によれば褐炭層の上位の頁岩中に植物化石 Fagussp.および Phyllites

sp.を産するという。

当地方の新第三系中にはUfしば貧弱な褐炭層を挟んでおり， 既越の知く明治鉱山

東方のボyガロノ沢において褐炭の転石が発見され，また筆者等は確認しなかったが，

文献によれば阿女鱒岳東方の盤の沢および右の沢(三木股から上流に向って右側の沢

で図幅外)にも褐炭層の露出があるといわれている。前者は安山岩岩層に覆われた地域

の沢辺に僅かに露出し，後者は沢の最奥附近に露出しl享さは約 30cmに主主し，その炭

質はこの附近においては最も良いが中等下の褐炭に属し， 稼行には堪えないという。

頁岩暦本層は母沢入口附近に局部的に見出されるのみで一般走向 N800W お

よび傾斜 300N を示し，硬質黒色頁岩および黒灰色援灰質砂岩の互層よりなる。
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上部;疑友質砂岩層 三木股より上流の母沢および中ノ川において安山岩質燦灰角磯

岩間の下位に分布し，走向 N800 W~N 800 E，傾斜 20~300 N を示し，主として黒

灰色磁灰質砂岩よりなり白色凝灰岩および安山活宜援j火角磯岩等を伴い， しばしば粗

粒玄武岩‘岩!末を挟んでいる O

安山岩質;疑茨角磯岩麿 この層は母沢および中ノ沢中流において嬢灰質砂岩j習に覆

われて分布しており，岩質は常燥地区のものと兵らないが緑泥石化作用および炭酸塩

化作川を受け， 全般的に暗緑色を帯びている。

11. 2.3.4 仁木地区

余iIi川北岸地域では余市川左岸に沿って岩石が良く露出している。そこではこの黒

川j高下似の下部援灰質砂岩層は，白井川よ深層の流紋岩質凝灰角磯お層の上{立にあるが，

E互依の関係以認められなし、。

下部凝友質砂岩麿 中粒ないし細粒の援灰質砂岩よりなり， 1天資渇色を呈し長引質

物に富む。 この上位に頁岩層が恐らく整会に載っているが前と同じく直接に両新の関

係を示す露出はない。

頁岩層主として特徴ある黒色頁岩よりなる。 この岩石は不明瞭なj雷却を示しヲ15漁

色で竪くかっ塊状で、あって， 風化すると多角状の小塊片に溺れ容易に灰青色ないし灰

白色に変るO 仁木付役場対岸町近では;;t三岩Iいに小断層が多く， そのため走向・傾斜は

乱れているが，大勢はほとんど水平に近くそのなかに厚さ 10~30cm の援灰質砂岩を

挟み，この扶みは上部に向って次第にl享さを増は傘に上部族灰質砂岩層fこ移化する。

上部凝友質砂岩層 *2Sl幅内ではほとんどフk平で厚い中粒の淡黄色ないし)夫葉褐色

の凝灰J~砂治よりなっているが，頁岩間に近い下方の約 20m は一般に粗粒で部分的

には媒質砂岩を混え， 淡黄色ないし灰青色を示し凝結度が低く軟弱で， しばしば大豆

大以 Fの良く水磨された円磯を含んで、いる。

余市川南岸地域では岩石の露出が非常に少ないのでこ与で層序を組立ることは困難

であるが，他地域における場合と岩本目を比較して考えると， 余市町西小登附近には凝

灰質砂岩層が広く分布しており， 中ノ沢附iliに分布する安山岩質凝灰角磯岩層が整合

にその上位にのるものの如くで‘ある O そしてその西方はほ ど南北方向の断層に境せら

れてこれより下位の白井川累層に層する 流紋岩質援灰角繰岩層が平内附近に分布し，

その東方は断層に境せられてこれより上位の小崎集塊岩層および安山岩質J凝灰角磯岩
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層が広く分布している。

;疑友質砂岩屋 主として援灰質砂岩よりなり， 灰策褐色ないし灰青色を呈し脆く，

中粒塊状で一般に層玉県はほとんど認められないが， 所により板状の灰黒色頁岩と互層

し，あるいはしばしば粗粒となり小豆大ないしくるみ大以下の円繰を有し， または機

質砂定あるいは磯岩の薄層を挟みこれと互層することがある。 また所により著しく凝

灰質の部分も認められる。 木岩中には稀にくるみ大以下の火山磯または安山岩角操を

有することがある O

安山岩質凝茨角磯岩麿 全体として灰青色ないし灰黄褐色を示し， 塊状で層理を示

さない。角磯i土チャート・粘板岩および安山岩等よりなりそれらの大さは不同でくる

み大ないし米粒大であるが，稀に拳大の安山岩を含むことがある。

II. 2.3.5 参部地区

この地区では主として安山岩質援灰角磯岩層よりなり， 局部的に援灰質砂岩および

流紋岩質凝灰岩等がみられる。 地層はほとんど水平で‘あって所によっては北方へ傾斜

している。

安山岩質;疑茨角磯岩麿 主として安山岩質主義灰角諜岩よりなり， 部分的に凝灰質砂

岩を挟有している。凝灰角器製岩は常盤地区のものと同様で，上部にはしばしば多量の

斜長石結晶磁を含み，小登沢附近のものはcJ!iIIlの長さ1.5cmに議する。凝灰質砂岩

には茶掲色ないし糞褐色の籾粒なものと糞褐色細粒凝灰質のものとがあり， 後者は比

較的融街である。 この岩層の上部には集掠岩の薄層を挟みこれに移化する場合が観察

される。 またこの岩層中には番苦陪l¥落東方に国興鉱山のマ y ガシ鉱床が!IH合されてお

り，この附近では変質作用のため緑色化している。

登川上流で治分東方に分布する凝友質砂岩は集塊岩層の直ぐ下{立に見出され， 業褐

色を呈し中粒で，そのなかに人政大以下の安山岩角離を含んでいる。ほとんど塊状で

層玉県を示さないが，層理の示す部分ではほとんど水平で、ある。 この上流に分布する安

山岩質凝友角磯岩は貰褐色を呈し鶏卵大以下の安山岩角操を含んでいる。 これよりさ

らに上流で‘小登山西方の河底に点々として数カ所に見出される 流紋岩質凝友岩は，い

ずれも全体が灰白色 ・塊状を呈し粗繁で， そのなかにしばしば径 1.5mm以下の長

石 ・石英および角閃石等の結晶を有する。
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IJ. 2.4 ).!;)/作別指層

この泉k"/は図幅南西隅の大江村馬群別南方山地一帯に分布し， 下部より禄色凝灰岩

}¥"/ • SU'0安山岩およひ.黒色安山岩の順序で‘重っていて， 安山岩質の火山物質を主解成

物とし，余市川累j震とは同時異相の関係にある。 下位の岩石は著しい緑色化変質を受

けているが，上位の黒色安山岩は比較的新鮮である。小母集塊岩層の西方に分布する

緑色鋭灰岩層および変朽安山岩は， 図幅内では分布区域が狭少で明確でないが，茅沼

図幅内では概して南北の走向で東方に 10-200傾斜しており，集塊岩層の東方に分布

する白井川l累層の変朽安山岩中に挟まれた緑色援灰岩は，概して南北の走向で 25-

300 西方へ傾斜している。

緑色凝友岩層 馬群別南方の沢に局部的に分布し， 緑色の緩灰岩および凝灰角磯岩

よりなり，青緑色ないし灰青色の変朽安山岩を挟んでいる。変質の差しいものでは火

山昨暦岩と熔岩との判別が頗る難しい。

変朽安山岩馬群別南方の沢に局部的に分布しており， 変朽安山岩を主体とし緑!:IA

色の援灰岩および凝灰角磯岩を稀に挟んでいる。変朽安山岩は暗緑色ないしj火青色を

呈し比較的綾宇野で、あって，斜長石班点!Iと輝石斑品とが認められ比較的新鮮である。主主

長石は中性長石ないし曹灰長石に胤し，通常長さ 1.0-1.5mmの柱状を示し， 部分

的に曹長石化作用および緑飯石化作川を受けている。 郡石は普通輝石に属し短柱状，

長さ 0.2-0.5mm，しばしば (100)双晶を示す。石基は微品質で微細なまit長石の聞を

緑j尼石が充民し，磁鉄鉱粒が-Tliiに散点している。

黒色安山岩 馬君開Ij南方および赤井川火山丸山南方の2カ所に見出される。昨屑岩

をほとんど挟まない頗る堅搬な厚い熔岩流よ りなる。 この岩石は同輝石安山岩であっ

て， ?ifrffi学なものは鉄黒色でや L光沢を有する。そのなかに長さ 1.5mm以下の斜長不!

の:!;tf品が点々として認められるが，有色鉱物は肉眼では目立たない。

鏡下では斑品は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる O紫蘇;郎石は長柱状白形，

淡縁色ないし淡褐色を示し多色性は著しくなく，携関および割目に富む。 普通輝石は

柱状でや L円味を帯び，淡緑色を示し多色性は極めて弱く，善幸開および割目が著しい。

斜長石は車灰長石または曹灰長石に属し， 自形を示し清透で努聞に富み，累帯構造は

外縁に近い部分に僅かに認められるに過ぎず輝石・緑i尼石・硝子および般欽鉱等を

包装している。



25 

石基は硝子基流品質で褐色硝子に富み， そのなかに微細な鉱物が流状配列を示して

いる。鉱物は柱状の単斜・斜方同輝石， 析木状の斜長石および微小な磁欽鉱・燐灰石

等よりなり，場所によっては方解石および緑泥石等が発建している。

lL 2.5 小樽集塊岩層

この岩層は木図幅北東部に広大な面積を占めて分布し， また図幅南西部にも局部的

に見出される。主として安山岩質の集塊岩よりなり，同岩質熔岩・畿灰岩・凝灰角磯

岩および援灰質砂岩等を挟んでおり， 地質図上ではそれらを一括して示してある。木

岩層は余市川、沿岸の峡谷においてみられるように， 安山岩質凝灰角操岩の上位に整合

に載っており，両者の境界は判然としているが，別の場所ではこれより下位の諸岩層，

例えば白井川累層の変朽安山岩に至るまでの各岩層を切ってこれらの上に直接戦って

いるので， 集塊岩層堆積以前既にかなりの侵蝕が行われていたものである。また小樽

市と赤井川村との境界をなす稜線附近で観察されるように， この岩層の厚さは少なく

とも 400m以上に注しており，その当時木地域全般に激烈な火山活動が行われたと考

えられる。 そして木岩層中に整然たる層玉県を示す成層岩が多く挟まれている事実から

考えると，水中において唯積が行われたのであろう。

II. 2.5.1 常盤地区

この地区では余市}ll累層および落合流紋岩の上位に載り， 広い面積に亘り分布し，

第四紀の安山岩によって覆われている O 概して新鮮であるが，小樽市と赤井川村との

境界をなす稜線に近い部分は， 地質図上に示したように広く変質作用を受けている。

新鮮な部分においては集塊岩中の磯および安山岩熔岩は同質で， 主として黒色級密か

っ硝子買の輝石安山岩であるが， 部分的には長谷川沢で見られるような暗緑色硝子質

の安山岩や， 美国沢附廷で見出されるような組商岩質で濃灰色の安山岩もみられる O

集塊岩中の磯は通常拳大ないし鶏卵大であって， 稀に酒樽大の大塊も存在する。形

状は角器禁状のものが大部分を占めるが， や L円味を帯びたものやパシ殻状の火山弾も

含まれており，多孔質のものもある。集塊岩中に挟まれた熔岩は不規則な7診伏で板状

節頭を示す場合が多い。 また援灰岩・凝灰角操岩および凝灰質砂岩は集塊岩の援給部

と同質であり，かつ整合に挟まれている O 北上沢においては頁岩の薄層を部分的に挟

んでいる。青獅子沢と北上沢とに挟まれ小樽川に面した丘陵は，安山岩熔岩よりなり
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柱状節制が発達している。 この岩石は集塊岩j雲中に挟まれた熔岩で全体が線長色を塁

し，斜:1受石およびその他の斑品は明らかでない。木岩層の変質作)11は一般に変朽安山

岩化作JIJで代表・されるが， 部分的に粘土化作用および庄化作j日がみられる O 豆腐屋沢

の旧坑下流附近では， 集塊岩の磯は弱く変朽安山岩イ七している裂度であるが，凝結部

は|腎緑色化し， その著しい場合には粘土イじしてそのなかに黄鉄鉱の微粒が散点してい

る。大辛口鉱山ほか数カ所で、はこの粘土幣中に探鉱坑還が聞かれている O

法イじされた部分は小樽市と赤井川村との境界をなす稜線附近， き老朽安山岩化地帯の

ほY中央にあり， 山稜上には松倉岩をはじめ著しく堅硬かつ豆大な岩石が点在して突

出し，特異な地形を呈している。珪イ七岩は灰色ないし灰褐色・鍬密，時には多孔質の

部分もみられ一見古生層のチヤ{トの如き外観を示し 原岩の構造はほとんど窺うこ

とができないが，時には角機構造を残している場合もある。

集塊岩屋中に普遇にみられる黒色安山岩 この岩石は斑状主也織を示し， 灰黒色激宇野

な石基中に長さ 1-3mmの斜長石の白色致f品と長さ 1-2mmの輝石の緑色秘品と

が， 顕著に散在している。鋭下に検すると致bl'，'，は紫蘇郡石・普透輝石および斜長石よ

りなり，有色鉱物は小J~でかつ比較的少なく，時には紫蘇郡石を欠く場合がある。 斜

長石は柱状で比較的清澄であるが，時には内部に少量の塵状包豪物を有し累帯f{~迭は

著しくない。普通部石は小形で割目が多く，淡緑色で多色性に乏しい。紫蘇輝石も小

形で普通路石よりも少量であり，淡緑褐色でや L多色性がみられる。副成分鉱物とし

て燐灰石と磁鉄鉱とを伴う。 石基は硝子基流品質で斜長石・単斜路石および渇色硝子

よりなる。

含撤撹石両輝石安山岩(青獅子沢と北上沢とに挟まれ小樽川に面した丘陵) この岩

石は紋草野・緑黒色を皇し 有色鉱物および斜長石の斑品は顕著で‘はないが， しばしば

長さ 1-2mmの緑業色の撒閏石および男、色の;腕石斑品が認められる。 鏡下に検する

とま経品は紫蘇J輝石・普通輝石・斜長石よりなり撒撹石を伴う。紫蘇苅i石は柱状自形で

時にはや L熔創!せられ，淡褐色を示し多色性がや L著しい。普通輝石はや L自形を失

い淡緑色を示し多色性を示さない。撤憤石はほとんど緑泥石化せられ，周縁に単斜路

石の微粒よりなる反応縁を有する。斜長石はお Lむね柱状自形を示し比較的清澄であ

り，著しい累帯構造を有するものが多い。副成分鉱物として磁鉄鉱および燐灰石を有

する。
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石基は毛is!e状組織で単斜輝石・斜長石および磁欽鉱等よりなる。

組面岩質角閃石安山岩(美国沢) この岩石はま妊内且織を示し， 濃灰色の鍛密な石基

中に長さ 1-2mmの斜長石斑品が少量点在し，有色鉱物斑品は目立たない。鏡下に

検すると斑品は少なく斜長石を主とし，極く少量の普通角閃石を伴っている。斜長石

はお Lむね柱状を呈し清澄であり， 普通角閃石は小形で緑色角閃石に属し多色性が著

しい。 石基は粗面岩質で，ほど一定方向に密に接して配列した針状の斜長石微品およ

び綿子よ りなり，稀に少量の黒雲母の小片を伴う。

硝子質安山岩(長谷川沢) 晴緑色を皇しや L縞状の流理構造をもった敏密な硝子質

の岩石で，長さ 1-2mmの斜長石斑品が極く少量認められるのみで‘ある O 風化を受

けると紫色を帯びた褐色に変るが，流玉県構造をよく現わす場合が多い。鏡下では斑品

として清澄な斜長石が少量存在するが，有色鉱物斑品は認められない。なお副成分と

して少量の燐灰石を伴っている。石基は硝子質であるが全般に珪化作用を受けており，

時に孔隙の内側にそって2次的に珪酸鉱物を生じている。

II. 2.5.2 轟地区

この地区では母沢上流の極く狭小な区域に見出され， 阿女鱒岳および余市岳の各熔

岩により覆われている。集塊岩の角撲は黒色綾密な比較的硝子質の輝石安山岩で，ほ

とんど変質していなし、。鏡下に検すると斑仇組織が認められ，*晶は普遜輝石および

斜長石を主とし;紫蘇輝石を伴う。悶輝石は長さ O.8mm以下でいずれも小さく，斜長

石は曹灰長石に属し柱状で長さ O.5-1.0mmである。石基は硝子質ないし毛艶状組

織を皇し，鉱物は微細で粒状の輝石・針状の斜長石および粒状の鉄鉱の聞を硝子が充

填している。

11. 2.5.3 小借地区

主として安山岩質の集塊岩厚層よりなり， しばしば安山岩熔岩および燦灰角操岩等

を挟み，変朽安山岩岩脈によって貫ぬかれている。 また小脅市と赤井川村およひ。余市

町との分水率にそって，広い面積に亘り変朽安山岩化し， 山苓附近では珪化されてい

るO 集塊岩は拳大ないし人頭大(稀に酒樽大)以下の安山岩角燥を含有し，勝納川上流

および支流のところどころ， 特に穴滝附lliおよひ'二股沢右岸等においては山骨を露出

して断量を形成し，集塊岩地域特有の景勝を示している。

集塊岩中に挟まれた熔岩の厚さは，小樽市貯水池附近の採石場では少なくとも 30m
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はあり，柱状釘(í叫がよ く発達している。 深黒色を呈し，徽需な石基中に長さ 1~2mm

(稀には 4=)の輝石の煤色結晶が顕著に散在しているが， ~;f長石はこれに反しJ0が小

さくあまり目立たない。鋭下では斑状組織を示し斑rfllは紫蘇輝石・普通輝石および斜

長石よりなる。紫蘇輝石はいずれも単斜路石の微粒よりなる反応縁で匂閲されており，

淡緑色ないし淡紅色で多色性はや L著しい。普通路石は通常白形を失って円味を帯び，

淡緑色で多色性を欠き， ほとんど常に双品を示し，しばしば歪を受け波動消光をなす

ものが認められるO 同輝石はともに努開および割目が著しく，割目にそって緑泥石化

がすLんでいるO 斜長石は曹灰長石または亜灰長石に属しほとんど柱状自形を呈し清

透で，努開および割lヨが著しく， 累帯構造は外縁に近く僅かにみられるに過ぎない。

包褒物は少なく稀に輝石粒・硝子等がみられる。

石基は毛艶状組識で結晶はや L大きく， 主として粒状または柱状の単斜輝石および

柱状の斜長石よりなり，その間を屋根瓦状をなす方珪石がしばしば填めており， 磁鉄

鉱およひ@燐灰石を伴っている。

勝納川木流に懸る穴掩は言;さ 10数mあり， その|析崖の上方約3分の 2の部分は厚

さ105m内外の安山岩熔岩を挟んだ集塊岩よりなり，断層の下方の約3分の 1の部分

は集泌岩!習中の挟みである援灰角線岩が現われている。侵蝕作用に対する抵抗力の差

異によって凝灰角牒岩は窃l られて後退し，高さ 3~5m，最長奥行 10 数 m および長大

幅約 30mの洞穴を形成している。 この場所で観察すると， この燦j天角牒岩は少なく

とも厚さ 5m，整然と成層しその走向およひ@傾斜は N800 W， 100 Nを示す。木岩

は拳大旬、下のや L脱色された安山岩角繰が火山灰で凝結されたもので， このなかにし

ばしば角のとれたく るみ大以下の安山岩角燥を含み， また粗粒砂岩質の部分もある。

前述の如く集塊岩層のうち，小樽市と赤芥川村との境界をなす稜線に;互い部分は変

朽安山岩化作JIJを受けており， 挟在している主義灰角磯岩および主義灰岩等は緑色粗慈な

岩石と化し，周位上これより下位のいわゆる緑色凝灰岩と外観的に判別し難くなる。

しかしこの地域では確認できないが， 他の地域ではこの集塊岩層と緑色嬢灰岩層との

聞には， 大きな不整合が存在しないことが確められている。

II. 2.5.4 善寺部地区

この地区では前記常盤地区および小局地区の集塊岩層に連続し， 集塊岩を主とし熔岩

・援灰岩および凝灰角機岩等を挟む。熔岩は主として黒色徽密，硝子質の輝石安山岩
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からなる。集塊岩中の安山岩角磯はお Lむねくるみ大以下で，小登沢附近ではc軸の

長さ1.5Cmにおよぶ斜長石E品を含む多孔質安山岩角機を持っている。岩石は一般

に新鮮であるが， 山容に近い地域では常磯および小樟両地区と同じように変質作用を

受けている。

滝ノ沢および石淵沢長上流における変質個所では安山岩繰ば変朽安山岩化し凝灰

部は緑色化し部分的には粘土化している。小登沢最上流においては著しく粘土化作用

のす Lんだ岩石が分布していて， 黄鉄鉱の微粒に富み探鉱坑道の開かれている伺所が

ある。若手部部落南方には軽度の変質作用を受けた集塊岩層があり， また登JIIと政五郎

沢との分岐点より登JIIの上流約 1kmの間の左右両岸には，脱色した安山岩が、連続露

出している。

JI. 2.5.5 尾根内地区

この地区ではほとんど集塊岩のみの厚層よりなり， 集塊岩中の角繰は人頭大ないし

拳大の輝石安山岩で一般に変質は弱く， 東部においては白井川累層の流紋岩および変

朽安山岩の上位に直接載っており， 上尾根内沢および中尾根内沢でその露頭を認める

ことができる。

11. 3. 第四系

図幅内では第四系の分布は著しくなし、。すなわち赤井川カルデク内および余市川沿

岸にみられる赤井川粘土層，その上位に載っている赤井川ロ{ム層， 余市JII沿岸にみ

られる余市川磯層， 赤井川カルデラ内その他に見出される崖錐堆積層および各河川i流

域にみられる沖積層などがこれに属する O

II. 3.1 赤井川粘土層

赤井川カルデラの内部および余市川沿岸のところどころに， ローム層の下位に粘土

層の露出が認められる。赤井川カルデラの内部では少なくとも厚さ 3mあり，ローム

層または現世の牒層によって覆われ， 灰青色敏密で堅く整然としたほとんど水平の層

理を示している。大江村馬郡別では道路にそって長さ約 800m，高さ約 10mの崖が

漣り，粘土層がロ F ム層によって覆われてところどころ露出している。 そこでは粘土

層は上下層に分けられ，下層は少なくとも厚さ 2m，灰青色を呈し粘性を有して竪く，



30 

かすかにj凶弾がみられ稀に炭貨物を侠んで‘いる。上層は 3-4mの厚さで灰白色を呈

し，凝灰質で粘性に乏し〈塊状で，かすかに病理がみられる。 同屑ともほとんど水平

である。

11. 3.2 赤井川ローム 屑

赤井川カルデラの内部， 赤井川流域およびこれより下流の余市川阿岸など比厚い褐

色ロ{ム層の堆積がみられる。 赤井川カルデラの内部においては， ローム層とカルデ

ラ内墜との交会線の高さはほピ等しく海抜 200-250m以下におり， カルデラ内に緩

い起伏の丘陵をなして広く分布し これより下流の余市川両岸においては，ほ r同じ

高さの台地をなして分布しており， 馬群別対岸の長沢北方では平坦な台地地形が特に

著しい。 本層はほど現地)診を生じて以後，かつ地盤隆起以前に当時の低所をうづめて

堆積したものである。余市川上流の常務および阿女鱒附近において，また余市川下流

の仁木駅南東方において，同様に厚いロ{ム層の土佐積がみられる。

11. 3.3 余 r!i川棟層

余市川下流にみられ，拳大ないしノiJl}'i大以下の円器禁および砂よりなるo 1頁白山西方

において，この磯屈に接し流紋岩質J凝灰角線岩間と記載した部分の海抜 50m以下の

場所にも，多くの円燥がのっている。 なお地質図上には記載してないが余市川上流沿

岸にはところどころ機層がみられ，特に余市川支流の小樟}Ijにおいて， 雁皮岱附近か

ら余市川合流点附近までの遁路にそって発達が著しい。

II. 3.4崖錐堆積層

赤井川カルデラ内周の山脚および外方山麓の緩やかな斜面に沿って， 崖~1f堆1漬物が

分布している。また白井川中流のフイオγ橋南西方にもみられる。

II. 3.5沖積層

各河JIJの流域に発達し機・砂および粘土よりなるO

11. 4 第四紀火山岩

阿女鱒火山・赤井川火山・余市火山・l'rVJ塁火山・丸山火山および青井川火山などの
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諸火山と，図幅北東部にみられこれらより旧矧の小火山，すなわち毛無山・於古発山，

大登山および小登山からなっている。

11. 4.1 旧期火山噴出物

毛焼山・於;!f発山・大登山および小登山等の各熔岩は前:暦岩績を挟まない厚い熔岩

流よりなる O

毛無山熔岩(含撒撹石両輝石安山岩)

この熔石は新鮮であってZE杭組織を示し，灰青黒色でやL犯索な石基中に長さ 2mm

以下の輝石および斜長石の斑品が比較的密に散在しており， しばしば黄色の撒撹石斑

品が特徴的にみられる。長石五{E品は時に長さ 1cm iこ蓬する。

鏡下に検すると斑品は紫蘇輝石・普通輝石・撒撹石および斜長石よりなる O 紫蘇跡:

石は長柱状で白形またはやq容蝕せられ， 淡緑褐色でやL多色性がみられしばしば斜一

長石の結晶を包表している。管通輝石は熔蝕せられてやL円くなり，淡緑色を示しさ合

色性が極めて弱い。撒撹石は熔蝕を受け円味を帯び割自に宮む。斜長石は曹灰長石ま

たは亜灰長石に属し， おLむね柱状白形で著しい累帯構造を有するものが多く，また

塵状包豪物に富む。高Ij成分鉱物として磁鉄鉱および燐灰石を伴う。

石基は硝子基流品質で粒状の単斜輝石，短加状または析木状の斜長石， 磁鉄鉱およ

び硝子等よりなり，紫{荻野:石・普通輝石および斜長石等よりなる同液捕獲岩械の鉱働

集合体がしばしば含まれる O

於古発山熔岩(全概撹石岡崎、石安山岩)

この熔岩は緑黒色石基中に長さ lmm以下の斜長石の白色斑品が比較的評iに散在し

ており，有色鉱物王rE品はあまり目立たない。

鏡下に検するとま佳品は紫蘇路石・普通揮石および斜長石よりなり， 稀に撒撹石がみ

られる。紫蘇:郡石は長柱状自形を示し多色性が著しく(淡緑色ないし淡紅色)勢開およ

び割問が発建し稀に累帯構造を有する。普通輝石は柱状で白形またはやL円味を帯び

淡緑色を呈し，ほとんど多色性を示さずしばしば(100)双品を有する。 両輝石はともに

斜長石磁鉄鉱および燐灰石等を包褒している O 時に紫蘇輝石と普通輝石とが平行連品

をなすことがあり，中核は紫蘇部石で外縁は普通輝石よりなる O 撒撹石は紫蘇輝石に

より包囲され， 多数の微小不定形の磁鉄鉱粒が撤撹石の周縁から外方へ放射状に発達
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しており，7M}.片ではほとんど無色であるが， その大部分はイデイシグス石に変化し紅

褐色を呈している。斜長石は曹!火長石ないし亜灰長石に属し， 柱状自形でおLむね清

透である。累帯構造がやL著しく，磁鉄鉱および燐灰石を包装し，時には多数の普通

産Fl石粒や蜂菜状の硝子の包豪物に富.むものがある。

石基は毛既状組織で構成鉱物は小さく， 長柱状または微粒状の単斜 ・斜方両輝疋1，

細長い祈木状のまit長石よりなり，大小不定形の磁鉄鉱粒:IJ>一面に撒布し， 少量の燐灰

石を伴っている。

大登山熔岩および小登山熔岩(同楚Fl石安山岩)

同熔岩は肉眼的にはほとんど同禄の外観を有し，斑状組織をもち， 灰黒色般平均な石

基中に長さ 1-2mmの輝石斑品，および長さ 1-3mmの斜長石斑慌が比較的需に

散在している。

大登山熔岩を鏡下に検すると， ま妊品は紫蘇;輝石 ・普通路石および斜長石よりなる。

紫蘇輝石は単斜輝石の微粒よりなる反応縁を有するものが多く， 普通郡石は紫蘇郎石

よりもやL少量である。斜長石は著しい累帯構造を有するものが多く，輝石および庫

状物質を多量包褒している。 副成分鉱物として磁鉄鉱および燐灰石等を伴っている。

石造Eは毛眠状組織を示し， 単斜輝石 ・jf，Jt長石および磁鉄鉱等よりなり， 部分的に緑

泥石化しているがおLむね統鮮である。

小登山熔岩は大登山熔岩とほとんど同様で阿輝石安山岩である。

II. 4.2 丸山 火 山噴出物

この火山の主体は北隣の小樽西部図幅内にあって， 木図幅内では北縁に健かに見lJ¥

されるのみである。 下部に厚い火山際局岩を伴い，主として両輝石安山岩の熔岩流よ

りなる(詳細は小樽西部図帰参照)。

II. 4. 3 ~ÿ:J m.火 山 噴 出物

本火山噴出物は木図幅内では， その市東隅小地域に朝塁岳熔岩が分布しておるのみ

で・;!oるO 阿部正l安山岩に属するこの熔岩は. ま在状組織を示し暗灰黒色で，赦密な石基

中に長さ O.5mm 程度の斜長石斑品ならびに長さ O.5mm程度の輝石斑品が認めら

れる。鏡下に検すると斑品は紫蘇輝石 ・普通路石および斜長石よりなり， 稀に石英を
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伴う。紫蘇輝石は長柱状もしくは柱状を示し， 普通路石は主として短柱状で大部分は

{100) 双品を示す。会~t長石は曹灰長石に属し柱状または主主状をなす。石英は径 O.6mm

f内外で融蝕されている O

Ti基は硝子基流品質または毛鼠状で微細な斜方および単斜両輝石 ・斜長石およ，び磁

鉄鉱等の結晶が認められる。

1L 4.4 余市火 山噴出物

本火山噴出物はli卒暦岩類を挟むこと少なく， ほとんど厚い熔岩流よりなり次記の熔

岩に大別される。

989.5 m 高地熔岩(同輝石安山岩)

この岩石は斑状組織を示し 黒青灰色の石基中に長さ O.5~1. 5 mm の輝石斑品お

よび長さ1.0mmの斜長石斑品が散在している。鏡下では斑品は紫蘇輝石・普通路石

および斜長石よりなる。紫蘇輝石は長柱状，普通輝石は短柱状または柱状を示し，後

者はしばしば双品をなし前者よりも少量で、ある。斜長石は曹灰長石に属し卓状をなす。

また径 O.3mm以下の不定形粒状の磁鉄鉱が点在している。石基は硝子質ないし硝子

基流品質で，粒状の輝石，短冊状または析木状の斜長Ti，磁鉄鉱等よりなり， 硝子が

それらの間際を充填している。

1，118 m 高地熔岩(含石英両輝石安山岩)

この岩石はま在状nl識を示し 黒灰色石基中に長さ O.5mm内外の輝石斑品および長
さ O.5~1.5mm の斜長石致E品がI散在しており，稀に径 O .4 mm 以下の石英粒が見出

される O 鏡下に検すると斑品は紫蘇輝石・普通路石および斜長石よりなる。同輝石は

#t長石に比較すれば少なく， 特に普通輝石は少ない。斜長石は曹灰長石に属し卓状も

しくは柱状を示す。また径 O.5mm以下の不定形粒状の磁欽鉱を伴い，稀に瓢蝕せら

れ円味を帯びた石英が見出される。 石基は硝子質ないし硝子基流品質で，微細な粒状

の輝石，短冊状または析木状の斜長石， 磁欽載等よりなりそのrll隙を硝子が充損して
いる O

余市岳熔岩(両輝石安山岩)

この岩石は斑状組織を示し，暗黒灰色ないし黒青灰色の石基中に長さ O.5~1. 0mm

の輝石:;tf品および長さ 1.0mm前後の斜長石斑品が散在している。鏡下に検すると:itE
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品は紫蘇出)1石 ・普通輝石および斜長れよりなり，稀に石英を伴う。 紫蘇輝石は長柱状，

普通量)Hiは短柱状を示し， !M長石は官)j(長友!ないし中性長石に属し土if-状または柱状で

;loる。磁鉄鉱は径 3roro以下の不定形粒状をなし， 石英は径 1.0mro 以下:C'副!M!!~せ

られj.g味を帯ひ。ている O 石基は硝子JfI:ないし硝子基流品質で， 微細な粒状の輝石1，短

冊状または祈木状の斜長:riおよび磁鉄鉱等よりなり，そのr，Ji隙を硝子が充填している。

11. 4.5 青 井川 火山吹出 物

この図幅内でみられるのは官サ )，)i)'W~岩ーであ る。 この熔岩は杯開岩煩をほとんど挟ま

ず，阿部石安山岩の厚い熔岩流よりなる。木岩は斑状組織を示し， 暗青灰色ないし暗

褐灰色の:ri基中に長さ1.0mm前後の斜長石斑品が顕著に散在しており，有色鉱物王1:f

a~~は著し く ない。鏡下に検する と致l斗引は紫蘇前日石・ 普通揮石iおよび斜長石よりなるが，

極く稀に石英粒が認められることがある。 紫蘇輝石および 普通路石は長さ 0，5-0.3

Dlffiで柱状または短柱状で、あり，後者はしばしば双品を示し稀に長さ 2mroに建す

ることがある。斜長石は腎友長石ないし中性長石に属し， 長さ 0.4-1.5mmで1;L状

ないし柱状を示す。石基は硝子質ないし毛tt状でほとんど硝子よりなり，そのなかに
微品を点在するものや，微細!な1JI"木状または短l1H状の斜長石， 長柱状の斜方的1右，こ

れより少量のよi主主:肉i石および粒状の磁鉄鉱などをかな り多量に有するものがある O

11. 4.6 阿女腕火山 J1H/:L¥物

この火山l噴出物は， 主としてl互い熔岩流よりなり精子f岩績はほとんど挟まず，た Y

大石沢上流河岸に拳大以下の安山岩f有機を有する華語訳7有機岩が局部的に露出するのが

みられるだけである。露出不十分のため事!日分は同期であるが，阿女鱒!&熔岩および明

治熔岩に大別せられ， ともに合石英雨期1正i安山岩に属する。

明治熔岩(合石英両輝石安山岩)

この岩石は鈎:状組織を示し，氏黒色で倣符な石基中に長さ 0.5-2.0mmの斜長石.

;:lE品が散在しており，有色鉱物:f-lf品は少ない。

~t下:に検すると斑品は紫蘇'l'~1石 ・普通路石および斜長石よりなり， 稀に石英を伴つ

ている。紫蘇輝石は長さ 0.5-0.8mmで長柱状または杜状を示し，普通路石よりも

少なく，普通輝石は長さ 0.3-0.7mmで短柱状をなししばしば双品を示す。斜長石
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骨土曹友長石ないし中性長石に属し存状もしくは柱状を示し累帯格:造が特に著しい。

磁鉄鉱;1粒状をなして点在し， また稀ではあるが径 O.3-0.4mmの融蝕され円味を

帯びた石英が認められる。

石基は硝子基流品質ないし毛託状で，微細なJ斤木状または短冊状の斜長石， 柱状ま

たは粒状の単斜揮石，柱状の斜方輝石および粒状の磁鉄鉱等よりなり， 各鉱物は一定

方向に配列しており，その間際を硝子が充填している場合としからざる場合とがある O

阿女鱒岳熔岩(含石英両輝石安山岩)

この岩石は斑状組織を示し，暗黒灰色ないし暗青灰色の石基中に長さ1.0mm内外

の斜長石の白色洗国が顕著に散在しており，有色鉱物斑品はあまり目立たず， 稀に径

1.5mm内外の石英粒が認められる。

鏡下に検すると斑品は紫蘇輝石・普通路石および斜長石よりなり， 石英を伴ってい

るO 前2者は比較的少量で柱状または短柱状を示し， 長さは O.3-0.6mmで普通輝

石はしばしば双品を示す。斜長石は曹茨長石ないし中性長石に属し， 平状も Lくは柱

状で長さ1.0-1.5mmであるが，有色鉱物の少ない薄片では長さ 2.0mm以上のも

のが多数みられる。石英は多少雨g!蝕されて円味を帯び，稀に径 2.0mじm以上に主主する

ものがある。なお不定形粒状の磁鉄鉱およひ。柱状の燐灰石を伴っている。

石基は硝子墓流品質で， 微細な桁木状または短冊状の斜長石および微粒状の輝石よ

りなり，不定形微粒状の磁鉄鉱および硝子で充填されている。

II. 4.7 赤井川火山噴出物

この火山の構造については Iで述べた。 大別して 4種の外輪山熔岩すなわち山梨熔

岩・元服山熔岩・大黒山熔岩および丸山熔岩と， 寄生火山を作る頂白山熔岩および中

央火口丘を形成する北丸山熔岩等によって構成されている。露出が極めて悪<，特に

外輪山においては山梨団体より元服山中腹を経て冷水峠に至る林道， およひ'冷水l時を

南北に通ずる自動車道路以外には全く道路がなく， 5万分の H印f:b図に示された他の

道路は全〈消滅し通行不能である。 従って外輪山熔岩の区分は主として転石の分布に

よってみるほかなかった。それによると山梨熔岩は合徹歯石阿輝石角閃石安山岩，元

服山熔岩は含撤憤石一角閃石阿輝石安山岩， 大黒山熔岩は紫蘇輝石角閃石石英安山岩，

丸山熔岩は含普通輝石繋蘇輝石角閃石安山岩であって，いずれも熔岩流を主とするも
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の与如く，火山際局岩却の露U¥および転石は全くみられなかった。 冷水峠より北東方

約 800mの道路際で，元服山熔岩の上位に参大以下の安山岩角磁を含む灰青黒色火山

氏11"'/がj!売っているのが認められる何所があるが， これは外輪山形成以後のものであろ

うo'1JI白山熔岩は阿部石角閃石黒雲母石英安山岩， 北丸山熔岩は含紫蘇朗i石角F，).J石安

山岩の熔岩塊によって構成されている。

山梨熔岩(合;撒撹石一阿賀ji:[I角閃石安山岩)

この岩石は斑榔11織を示し，暗75黒色でi附な石基中に長さ 1-5mmで大小種々

の斜長石の白色斑品が比較的手持に散在しており， 有色鉱物致h¥，bはほとんど目立たない。

wJ1下に検すると致E品は撒撹石・紫蘇甑TI・普通路石 ・角閃石および斜長石等よりな

り，有色鉱物は角閃石が最も多く撤撹石は稀である。紫蘇輝石は長柱状自70で努開お

よび需IJI~I が発J，達しており，淡緑色ないし淡筒色を示し多色1生 fì著しくない。 普通郡石

は柱状自形またはやL円味を帯び，淡緑色で多色性は認められず FJ日腕石はともに一

般に包褒物に乏しいo 14閃石は長柱状白形の結晶外7f}f土f認めているが，オパサ4トイ七

作月jのため原鉱物を残さず全部;輝石と磁欽鉱との微小粒の集イ?休に変っており，また

斜長有・磁鉄鉱等を包表している。 撒撹石は短柱状自70またはやL円味を部び，淡緑

色で割目がよく発達しており， 主として外縁にそいイデイ y グス石iイヒがみられる。斜

長石はお L むね曹灰長石に属し，形状は柱状由形を5~するもの， 破片状のものまたは

著しく融蝕を受けILJ味を平行びたもの等紐Aある。 全く清透のものもあるが，輝石・磁

鉄鉱および硝子等を多数包装するもの， 結512全体に著しい鹿状包豪物を有するものが

あり， しばしば顕著な反覆泉帯拙浩を示す。

石基は毛itf状組織で結晶はや L大きく， 主1"状の単斜 ・斜方向産ji石および祈木状の斜

長れが流状椛迭を示じ，なお微粒の磁鉄鉱および燐灰石が散在している。

元日E山熔岩(含撒撹石角閃石同輝石安山岩)

この岩石は組側1旦織を示し石基は灰青黒色を呈するが. )A¥イ七fl"}Ijにより容易に淡色

になる。斑品は比較的大きく，長さ 6mm以下の有色鉱物の黒色致E品および長さ 8mm.

以下の斜長石の白色斑品が，大小種々比較的密に散在している。 また拳大以下の捕獲

岩に富むのが特徴的であって，特に元服山南西部に著しい。

鏡下に検するとま在品は紫蘇郡石・普通輝石・角閃石および斜長石よりなり，撤撹石・

黒雲母および石英を伴う。紫蘇踏石および普通郡石はともに柱状白7診を示し努開は著
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しい。角閃石は緑色角閃石に属し結晶外形はよく保たれているが，結晶の全部または

ほとんど全部がオパサイト化され， 新鮮な部分は結晶中央部に稀に残っているに過ぎ

ない。鰍撹石は単独には存在せず常に紫蘇輝石によって包囲されており， 割自がよく

発達しほとんどイデイシグス石化して褐色を呈している。 主号、雲母J土極めて稀にみられ

周辺はオパサイト化し，輝石と磁欽鉱との集合となっている。黄色ないし暗褐色の著

しい多色性を示し努開完全である。斜長石はお Lむね曹灰長石に属し柱状白%または

やL円味を帯びており， おLむね済透で著しい累帯構造がみられ，また顕著な塵状包

豪物を有するものがある。 石英は稀に見出され清透で，著しく融蝕されており割目が

発達してし、る。石基は毛毘状組織で構成鉱物は小さく，輝石 ・斜長石・磁欽鉱および

燐灰石等よりなる。

大黒山熔岩(紫蘇輝石角関石石英安山岩)

この岩石はJ1tf状組識を示し， 青黒色堅紋な石基中に長さ 1-5mmの斜長石の白色

J1tf品が比較的疎に顕著に散在していているが，有色鉱物致EAは目立たない。

鏡下に検すると斑品は紫蘇輝石・角閃石・斜長石および石英よりなる。紫蘇輝石は

おLむね柱状自形を呈し，淡緑色ないし淡褐色を示し多色性は著るしくない。 結晶に

は割目が発達しこれにそって緑泥石が生成しており， 斜長石・磁欽鉱および燐灰石等

を包褒している。 角関石は結晶外形はよ く保たれているが内容は全くオパサイト化さ

れ，輝石および磁鉄鉱の微粒の集合体に変っている。斜長石はお Lむね習j天長石に属し

柱状自形を呈するものが多く，概して清透で包豪物に乏しいが，結晶の中心から著しい

反覆累帯構造を示すものが多い。石英は清透で割目が発注し著しく融蝕されている。

石基は毛艶状組織を示し単斜 ・斜方両輝石，斜長石 ・舷鉄鉱および燐灰石等よりなる。

丸山熔岩(合普通甑石一紫蘇輝石角閃石安山岩)

この岩石は斑状組識を呈し青黒色石基中に長さ 5mm以下のE佳品が需に散在してお

り，斜長石は顕著であるが有色鉱物は目立たない。この岩石は風化され易い。

鏡下に検すると斑品は撒撹石 ・紫蘇輝石 ・普通路石 ・角閃石 ・黒雲母および斜長石

よりなり，角閃石が最も多く両部石がこれに次ぎ他は稀でもある。紫覇王輝石および普選

輝石はともに白形を呈し比較的廓然とした結晶外形を有するものが多く， 包装物に

乏しく，前者にやL多色f生がみられる。角閃石は殺色角閃石に属するが，部分的にあ

るいは全体が褐色化しており，外縁は黒色反応縁で包まれている。撒撹石は単独では
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存在せず常に紫蘇輝石によって包まれており，不定形でほとんど全部がイデイシグス

石化して褐色を呈している。 ;黒雲母は不定形で， 周縁はオパサイ ト化作fl~により輝石

および磁鉄鉱の微粒に分解されている。黄色ないしI腎協色を示し，多色性が著しく勢

闘に官む。斜長石は曹灰長石ないし中性長石に属し自70のものは少な く， 著しく融蝕

せられたものや破片状のものが多く見出され， 一般に清透であるがまた1層ないし数

jFjの泉帯をなし，あるいは結晶全体に著しい産状包豪物を有するものがあるO

石基は毛ra状組織で構成鉱物は小さく，単斜 ・斜方向輝石，斜長石，磁欽鉱および
燐灰石等よりなる。

頂白山熔岩(両輝石角閃石黒雲母石英安山岩)

この岩石は斑状組織を示し!灰褐色石基中に長さ 5mm以下の紫蘇輝石，径1.5mm

以下の黒雲母および長さ 5mm以下の斜長石の斑品が比較的需に散在している。風化

され易く，石基は淡色化しかっ全体が脆弱となって， 山腹または山頂に急援をなして

露出している。

鏡下に検すると斑品は紫蘇輝石・普通輝石・角閃石・ ;黒雲田 ・斜長石および石英よ

りなり，有色鉱物中前2者は少ない。紫蘇郡石iはおLむね自形であるが破片状のもの

も少な くなく，淡緑色ないし淡褐色を呈し多色性は著しくなく ， 勢闘がよく発注して

いる。普通輝石はおLむね柱状自形を皐し勢開および劉白が著しく， 淡緑色で多色性

は極めて乏しい。角閃石は柱状自形をさ差し酸化角閃石であって， 黄色ないし楼赤褐色

の著しい多色性を示し，消光角はほとんど O。であり， 紫蘇輝石・斜長石 ・磁鉄鉱お

よび燐灰石等を包哀している。黒雲母は自7診を呈し結晶の周縁には黒色縁を有する。

賞色ないし"音鼠色を示し多色i生ほ著しく，本鉱物はしばしば筏曲されている。 斜長石

は"M灰長石ないし中性長石に属し自形または破片状で‘あって， 一般に汚濁したものが

多く包褒物に宮み，結晶の中心から著しい累帯構造を示す。石英は破片状または融蝕

せられ，清透で割目が発注している。

石基は毛民状組織で斜方J輝石および斜長石よりなり， 1滋銀f鉱および燐灰石を伴って

b 、る。

北丸山熔岩(合紫首長郡石角閃石安山岩)

この岩石は斑状組織を示し， 灰青色石基中に長さ 1-4mmの角閃石の光沢ある黒

色斑品，および長さ 1"，3mmの斜長石の白色ま在品が比較的疎に散在してしるO 風化
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作用のため変質し易く新鮮な標本はほとんど得られず，通常石基は灰黄色作している。

鏡下に検すると斑品は角閃石および斜長石を主とし，紫蘇輝石を伴っている。角閃

石は社状白7~で反応縁を有せず，いわゆる緑色角閃石で淡緑色ないし濃緑色を呈し，

多色性は著しく努聞に富む。 しばしば双品をなすものが認められ包褒物に乏しいが，

稀に斜長石 ・磁鉄鉱および燐灰石等が認められるO 紫蘇糠石t土柱状白形を呈し淡緑色

ないし淡褐色を示し，多色性は著しくなく包褒物に乏しい。斜長石は柱状白形を呈し

一般に潜透で，、また累帯構造に乏しく外縁に近い部分に見出されるのみであり， 包豪

物は少ないがしばしば磁欽鉱および燐灰石等を有する。

石基は硝子基流品質で硝子を有し， 鉱物は長柱状の紫蘇輝石，祈木状の主主長石およ

び微小な磁欽鉱 ・燐灰石等よりなる。

11. 5岩脈

図幅内にはところどころに岩脈がみられる。 これらの岩脈の地質時代については明

確ではなく， 必ずしも全部が同時期ではないと恩われるが，便宜上こ与に一指して説

明する。また明治鉱山西方山地の沢には， 黒曜石の転石が多数見出され露頭は確認し

えなかったが，特異な岩石であるから併せて記載する。

余市町参部川沼場で見出される 2僚の両輝石安山岩岩服

両岩l派は全く同岩質で安山岩質凝灰角磯岩を賞ぬき，ともに幅 5m内外あり，比較

的新鮮である。両岩は斑状組織を示し黒色紋密な石基中に長さ 1-3mmの斜長石

の白色斑品が散在しており，有色鉱物は肉眼では目立たない。

鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石 ・普通輝石および斜長石よりなる。紫蘇輝石t士長柱

状で多色性に比較的乏しく， しばしばその周縁に単斜輝石の微粒よりなる反応縁を有

する。普通輝石は多色性に乏しく常に円味を帯びている。斜長石は清澄で，副成分鉱

物として磁鉄鉱および燐灰石を伴っている。 石基は毛安E状組織を示し，斜長石・単斜

輝石および磁鉄鉱等よりなり， 2次生成の緑泥石を伴っている。

余市町大登山北西方て見出される両輝石安山岩岩服

安山岩質援灰角磯岩を貫ぬき 5m内外の幅を有する。概して新鮮で斑杭組織を示

し，黒色鍛密な石基中に長さ 5mm以下の斜長石の白色斑品と，長さ 2mm以下の

輝石の黒色斑品とが顕著に散在している。鏡下に検すると斑晶は紫蘇輝石・普通輝石
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および斜長石よりなる。紫蘇直[i石は普通路石よりやLその量が多く， 柱状自形または

やl..ILJ味を干ifび淡潟色でや L多色性がみられ， 通常その外縁は単斜路石の微粒よりな

る反応縁で包閉されている。 普通部石はおLむね熔蝕せられて円味を帯ひや淡緑色で多

色性に乏しい。斜長石は柱状で清澄である。 剖成分鉱物として燐灰石および磁鉄鉱を

冶するo::ri1i走は毛ii-Tf.状組織を示し， 斜長石 ・単斜路石および磁鉄鉱等よりなり，しば

しば斜長不1・普通踏石および紫蘇輝石等よりなる同源捕獲岩様の鉱物集合体がみられ

る。

総鉱山の大才i沢入口附近に見出される変朽安山岩岩脈は幅は少なくとも 10数mゐ

り，またこれより東方にも 2条の変朽安山岩岩脈が見出される。いずれもその岩質は

肉眼では明治鉱山附近に分布するものと酷似している。

赤井川村明治鉱山附近で見出される変朽安山岩岩阪

新第三系を賞ぬき 3条の岩脈が存在する。いずれも走向は N12-200 Eでほとん

ど直立しており，幅は 2-7mである。

これらはいずれも同質であり竪倣で致[状札機を旦し，青緑色石基中に長さ 3mm以

下の緑泥石がP!hf~1有色鉱物の仮品をなして散在している。 鏡下ではま症状総迭は窺われ

るが，有色鉱物:!lf品は全部緑泥石および緑飯石等に変化し， 原鉱物の種類を推知し得

ない。斜長石は稀にがi品外形が窺われ， 原結晶の一部が残っている場合もあるが，通

常は分解して緑鏡石および曹長石などに変質している。 石基はモ既制:丑織を有し，長

柱状の斜長石・磁鉄鉱・緑泥石および緑熊石等の鉱物よりなり頗る汚濁している O

小海市貯水池南方および南西方に見出される変朽安山岩岩脈

貯水池南方の沢の上流のものは，幅約 5mで走向 N700 W，傾斜 500Nで‘あるO

肉眼では存;緑黒色石基中に長さ 1mm以下の緑黒色斑品が顕著に散在し，会if長石班品

も点A として見出される。

~~下では斑:状組織を呈し， ま在品は紫蘇郡石・普通路石および斜長石よりなる。紫蘇

削iれは長拙状自7診を示し結晶j惨を留めているが， ほとんど全部緑泥石化し一部に緑簾

れを伴い，結晶中核に原鉱物が僅かに残っているに過ぎない。普通輝石も前者と同じ

くウラノレれ化せられ， また完全にウラル石化し原鉱物の種類決定の困難のものも少な

くない。これに反し科長石は比較的新鮮で結晶外形を留めており， 累帯構造に乏しく

開|三!にそって線熊石 ・絹雲母および曹長石等に変化している。石基は毛政状組織で斜
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長石・磁鉄鉱・燐灰石 ・ウラル石その他の鉱物よりなり， 子L隙中には沸石が生成して

し、る。

貯水池より南西方に見出されるものは， 走向 N850 W を示しほとんど直立してい

るO 肉眼では灰緑色石基中に長さ 1.5mm以下の斜長石の白色班長が顕著に散在して

おり，有色鉱物斑品も点々として見出される O

大江村中尾根内沢に見出される変朽安山岩岩阪

この岩脈は流紋岩中に貫入し幅 1m内外で、肉摂では全体が防J緑色を呈しそのなか

に長さ 1mm以下の斜長石斑品が散在しているが有色鉱物は著しくない。

鏡下に検すると斑状組織が認められ， :;!'E品は斜長石のほかに緑泥石・方解石よりな

る有色鉱物の仮品が認められる。斜長石は比較的新鮮で累帯構造に乏しく，包豪物は

少ない。外周および割自にそって僅かに緑策石化している。石基はモ髭状組織を示し

長柱状の剥長石・微粒の磁欽鉱， 2次鉱物の緑泥石・絞熊石および方解石等よりなる。

赤井川村落合東方の余市川河患で見出される粗粒玄武岩岩脹

この岩脈は流紋岩を震ぬき幅約 3m，全体が紋需で暗殺色を呈し肉眼では個々の鉱

物は認められないが，径 1-2mmの主として緑泥石よりなる杏仁状のぶ粒が多数散

点している。

赤井川村曲川南方の沢で見出される右英安山岩岩脈

この岩脈は白井川累層の変朽安山岩を賞ぬき幅 2m以上あり，灰色ないし淡灰色を

呈し綾黙で，そのなかに石英斑品が散点している。鏡下に検すると:!il:E品は石英・斜長

石および有色鉱物よりなる。有色鉱物は分解せられ原鉱物の推定は難しい。石英は径

0.2-0.5 ITlmで多くは商蝉虫せられ円味を帯び，ま;f長石は灰曹長石ないし中性長石に属

し，多くは卓状で長さ 0.2-0.7mmである。石基は微品質組織で短冊状の斜長石お

よびそのほかの鉱物よりなる。

黒曜石

赤井川村明治鉱山南西方約 2.5kITlの三角点 613.5m 高地附近およびその北方の

沢には，黒曜石の人頭大ないし拳大の転石が点々として見出され， なかんずく曲JIJの

沢および都対岸の沢に最も多い。黒躍石の転石に{半い気孔および球穎構造に富む流紋

岩の転石がみられ，n:立図的に因果関係を有するものと思われる。なお赤井川カルデラ

内の農M地中にも， 転石としてしばしば通常くるみ大以下の角務拡の黒隈石が見出さ
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れる。J制限石を鋭下に検すると全体が無色の硝子よりなり， 班点しを欠き極めて微小な

磁鉄鉱および燐灰石の結F1司が点々として見出され， ほかに無数のモ状晶子が-miにf散

布されており，や L流状構造がみられる。

流紋岩ilほれは)j(開J色・堅T演で叩けば金属性の音響iを発する。流理構造を有し'径1.5

mnl以下の多く の気孔，および径 O.5-1.5mmの無数の球籾が入混ってほ Y平行に

配列している 。 ~nでは磁鉄鉱および燐灰石の微小な結品および無数の毛状晶子を含

み，や L縞色を干|干びた硝子中に多数の球穎を生じている。

III. ~用地質

III. 1概説

図幅内には新第三系の流紋岩・ 変朽安山岩およびいわゆる緑色擬灰岩等によって特

徴づけられた地!震が広く分布し，東北・ 哀円木のほかの地方と間接に，そのなかには

多数の尽鉱鉱床および鉱脈等の金属鉱l米がみられる。 調査当時には稼行中の鉱山とし

て小樽11.~倉鉱山(重品石) ・ 国興鉱山(マ γ ガン) および明治鉱山(黒鉱)の 3 鉱山があ

り，ほかに昭和18年の企業整備以来久しく休山中であって近く再開予定の諜鉱山(金・

銀)がある。そのほか小規模ではあるが，戦時中穣行された!日坑が多数みられる。

小樽市と赤井川村および余市町との境界を占めて大規模な変質需が発達しており，

これは新第三紀黒校内期の集塊岩層が2次的に変質作)-fjを受けたものと考えられてい

るが，珪化帯中には小樽松倉鉱山の鉱床があり， その周辺の変朽安山岩イ七帯には赤井

川村および余市町側に旧坑7カ所があり， 小樽市側にも幾つかの鉱)~(の露出がある O

この変質帯の南西方への延長は大登山より赤井川村山梨団体F付近に至り ， さらに明治

鉱山附近まで延びていて，大登山北方では旧坑2カ所， 山梨団体附廷では6カ所認め

られる O またこれより陥れて， 大江村長沢附近の著し〈珪化された流紋岩中に金坑の

i日坑があり，大江村土木沢部落の上尾根内沢の奥にはマシガシ鉱の!日坑がある O 赤井

川村誌鉱山附近の流紋岩質援灰角線岩層は著しい装化作用を受けており ， また図幅に

は記載してないが，余市町登川と政五郎沢との分岐点より登川上流約 lkmの聞の先
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右両岸には，脱色した安山岩が連続して露出しており， 山梨団体南方の沢にも脱色し

た個所がみられる。

これら諸鉱山の鉱床の生成は全部が必ずしも同一時期ではないかも知れないが，少

なくとも小樽法倉鉱山をはじめ附近の諸鉱床が， 黒秘内期の集塊岩中に怪胎されてい

る事実は特に注意に値する。西隣の茅沼図幅内では古平川累層(木図幅内の馬群別累

層におLむね対比される)の変朽安山岩を賞ぬく酸性質入岩体が発見されており，そ

の1築相である石英斑岩の一部が， 余別岳図幅内で神恵内層の集況岩を貫ぬく岩脈と

同定されるので，酸性貫入岩体は古平川累層集塊岩層の堆積以後， 恐らく先瀬棚地変

の頃に:貫入したと考えられている O この図幅内には酸性質入岩の露出は認められない

が，茅沼図幅内における酸性質入岩休と金属鉱床との関係からみて， 鉱床の少なくと

も大部分は上記酸性質入岩と因果関係を有するものであろうと推察される O

なお既述の如く麓鉱山附近の大石沢に褐炭層の露出があり， またその転石は明絵鉱

山東方のポ yガロノ沢にも見出されほかにも情報があるが， 品質が粗悪でありかつ規

模が小さいので稼行に堪えない。

III. 2各説

III. 2.1 小向松倉鉱山(重品石)(第2図参照〉

位置および交逼 この鉱山の採鉱現場は， 赤井川村と小樟市との境界をなしている

分水苓上において， 松倉岩より南東東方 300-1，000m の場所にある。この境界線よ

り小樽市側は水源地の上流に当るので，鉱区の設定は許可されていない。鉱山の事務

所および選鉱場は小樟市天神町の水道貯水池の北東方直距約 800mの地点にあり，採

鉱現場との間には索道が架せられ，また小樽市街地へは良好なトラット道路が通じて

L 、る O

浴室および現況 鉱業権者は堺化学工業株式会社(堺市戎島5丁目)， 戸部{古および

町村精太の 3名で，堺化学工業株式会社がその経営に当っている。本鉱山は昭和7年

頃発見せられ当夜は金・銀・銅および亜鉛を目的として採掘していたが， 重品石が多

量に埋蔵されていることが判明し昭和10年より現鉱業権者代去の経営に移った。太平

洋戦奈の終戦後は一時休山していたが，昭和22年4月から再開し重品石のみを専ら採
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第 2悶 小僧 tr:jJ鉱山

掘し現今におよんでおり，わが国国内需品石生産制の約85%を供給している。従業員

は職員6名，労務者約40名を有し，最近における生産額は下記の通りである。

塊鉱は堺化学工業株式会社， 粉鉱は帝国石油株式会社へそれぞれ塗られている。採

年度

昭和24年

昭和25年

H召和26年

93% 

94% 

鉱現場では電力カヰ辱られず手掘りで採掘しており，鉱石は品{立 BaS0493.9五以上とし

優秀なものは 99%におよび，選鉱は手選によっている O 本鉱山は創業以来特に戦時中

の計画性を欠いた乱掘のため，海抜 600m以上の地域における，かつ採掘の比較的
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容易な部分はほとんど掘翠された観があり， 100以上の狸掘りの旧坑が各所に散在し

ているが，海抜 600m以下の部分にもなお鉱石の埋蔵が予想せられ， また松倉岩附

近は全く米探鉱であるが， 竪坑および斜坑を開設しデイーゼルェγヂ γで捲揚・搬出

するなど， jZ次機骨量化による探鉱と探鉱に努めている。通知土自然通気による。

地質および鉱床 鉱床は小樽市と赤井川村との境界をなす顕著な珪化帯中にあり，

附近には桧倉岩を初めE大 ・堅綾な珪化岩が多数帯上に突起し， 特に451倉岩は最大で

高さ 20余 mに淫する。また珪化岩の転石が山苓上ところどころに散在している。こ

の岩石はこの山挙を構成している黒松内期の集塊岩層から2次的に変成したものと考

えられ，その著しい部分はほとんど珪岩と異らない外観を有する。 この珪化帯を囲ん

で南北にそれぞれ幅約 3kmの聞は変朽安山岩化した集塊岩よりなっており，銅およ

び鈴等の!日坑または試掘動:が多数見出される。

既知鉱休中主なものは5何であって， 5万分の 1地形図において松倉岩より東方2

ヲ目の露出岩体の周辺に発主主するもの (A鉱体と仮称する。以下同様)， 3ツ目の露出

岩体の周辺に発注するもの (B鉱体)， AおよびB鉱休の中間の位置にあるもの(C鉱

体)， 4ツ目の露出岩休すなわち三角点 661m高地の周辺に発注しているもの (D鉱

体)および BD岡鉱休の中間にあるもの(E鉱休)よりなるo A鉱体.10)西lこも校倉岩を

はじめ豆大な露出岩体が 2，3見出されるが来探鉱である。 筆者の調査当時A鉱体の

みが稼行されており，これを第1坑と称し， ほかは休止中あるいは再京予定中て・あっ

たが，坑口および坑道ば崩壊または水没し入坑不能で、あった。

A鉱体は黒桜内期の集塊岩を母岩としとのなかに不規則塊状に堕胎した重品石の交

代鉱床であって，石英を脈石とし主として珪化岩体の周辺に発建する傾向がみられる。

すなわちE主化岩体の北半部に接して幅約 10-20mの聞に発達しているが，脈状ま

たは扇平状でところどころ舌状休を分岐しまたは痕状部を伴うなど不規則な形態を呈

しており，探鉱と採鉱には困難が多い。鉱体と沼地岩体との箆界は判然としていて，

坑内で硬さによって容易に判別し得る。 鉱体は珪イ七岩休に近接するほど品位が良<，

これより遠去かるに従い品位が低下し貧鉱に移化する。 貧鉱は不均質で，高品位部中

に拳犬以下の大さの低品位の玉石が点々として含まれており， 時にはくるみ大以下の

多数の角語裂を有するなど，原岩の組織が保持されている部分がみられる。 これは原岩

が集塊岩または凝灰角磯岩である事実を示すもので， 地表においても第2坑の鉱体露



46 

jjJIで問機の事実が観察される。

鉱山側の談?こよればBおよびD鉱体もA鉱体と同織に庄化岩の周聞に接したもので

あるが， CとE鉱体およびそのほか小規模の鉱体は， 現在までの記録によれば法化岩

休の周辺に存在するものではないよ うであるO

貫主Frtl欽・方鈴鉱および以Jilli鈎鉱等はA鉱体からはいまだ報告されていない。 D鉱体

(旧第1坑)でi土産化岩と主品石鉱体との境界而にそい黄銅鉱が薄く鉱梁していて，か

つて探鉱されたことがあり，またB鉱体(第2坑)の下部では黄鉄鉱を産したが，いず

れも稼行filii簡はない。

鉱石 主としてば青色で稀にJj(長roまたは氏紅色を呈するものがあり， いずれも塊

状 ・紋需かっ堅現で‘ある。拐強主に際し特に良品位音:r，は粉状になり易く，これは山元で

水洗いの上粉鉱として!:H鉱している。 塊鉱ii全体が主として重品石の細粒よりなり寄

木状ないし縫合状組織をなし， J]1f:石として石英を伴っている。 次に本鉱山鉱石の分析

併Iを示す。

I II III IV V 

BaS04 983% 96.8;'0 96.6% 95.0% 94.8% 

SiO" 1.09 2.73 2.41 3.47 3.56 

BaC08 0.22 0.19 0.33 0.24 0.31 

Fe20内 0.027 0.086 0.17 0.29 0.20 

PbO 0.01 0.02 

CuO く001

A120~ 0.04 一 0.36

IgLmlO12 1 ! l- i 

合 <99.817 I 99蹴 I 99.89 I 99.00 I 98.87 

掛I~学工業株式会社分析

III. 2.2 国興鉱山(マンガン鉱〉

位置および交逼 余市町若手部小字東の沢にある O 附近は比高約 50rn内外の低い丘

陵からなり，鉱床はそのIl'iから畿にかけて賦存している。 麓にt工事務所および選鉱場

があってi函館本線開島駅まで直距約 4kmの聞には良好なトアッグ道路があり，また

山元には電気も通じていて立}U!.条件に恵まれている O
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沼草および現況国興満流株式会社(東京都千代田区丸の内1丁目)の経営である。

この鉱床はかつて試掘されたことがあったが，約30年前に既に一時放棄された。 昭和

7年頃石狩郡の莱が試掘登録をなし次いで昭和10年に小樽市山下鹿蔵に権利が移穣

され，その後昭和18年に日本鋼管鉱業株式会社と協力して国興満流株式会社を組織し

盛大に採掘したが，昭和20年末日木鋼管鉱業株式会社は脱退した。職員5名，労務者

約20名(運搬は除く)。昭和25年度および26年度の産舗はともに約 600mt内外であ

ったが， 昭和17年度および18年度においては月産約 120mtに淫していたという。

鉱石の品位は Mn35-40%である。

地質および鉱床 鉱床附近の山地は新第三系余市川累層に属するほど水平の安山岩

質援灰角磯岩層よりなり， 鉱休の近くでt土鉱化作用のため緑色化あるいは粘土化して

いる。鉱床は交代鉱床に属し 水マシガ γ鉱を主とする多数の薄い層状または芋状の

鉱休よりなる。鉱層状をなすものは厚さ 1-5cm内外のものが多く重なり合ったもの

で，稀には 1枚の厚さが 30cm内外におよぶものがあるが，岩石の層玉県とは必ずしも

符接な関係がなく稀には層現に垂直に近いものも認められる。 鉱石は堅硬・真黒色・

金属光沢を有し しばしばうづら豆大~大豆大の美麗な葡萄状格迭をなすものがあ

り，風化すると土状を皇する。 貧鉱には褐鉄鉱を随伴するものがある。鉱石埋蔵の分

布範囲は山頂より麓にかけ東西 600m，南北 300m以上と推定せられ，そのうち採掘

跡の商積は 300mx80 m におよんでいる O 深さは地表から少なくとも 15mの深さ

まで存在することが試錐によって確められているが，それ以下は未確認である。 北海

道膝工業試験場の分析によれば，鉱石の品位は Mn45.49;::b， Fe 4.43μ， P 0.21 

%および Si029.25%である。

採鉱木鉱床は露天掘で盤岩機を附いて採掘しており， 20 IPおよび 15IPのポy

フ・で河Jkを揚げ， 探鉱現場では鉱石を酬とともに抑流し鉄板裂の掛樋により麓の選鉱

場まで流返し選鉱場では「ジッガ-Jを用いて土砂と分離しさらに手濯により精鉱と

する O

III. 2.3 明治鉱山(黒鉱〉

位置および交逼余市郡赤井川村明治にある。鉱山事務所は明治部落にあり，鉱床

は明治部落東方の余市川と白井川との間に挟まれた丘陵にあって， 木坑・金山沢坑お
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よひ:7k銀Jj[の 3 鉱床よりなる 。 l凪官i~木f将兵山駅まで直阻約 12km の間には良好なト

ラック道路が;bる。

5官革および現況 !l!r:!，鉱業株式会社(東京都中央区日木橋脚UJ)の経営である。 この

鉱床は明治23年明三井物産株式会社により一時試掘されたことがあり，当時の坑口は

本坑の下方の白井川不岸に残存している。その後久しく廃坑となっていたが明治39年

間中鉱業株式会社の所有となり， 同年白井川右岸に優良な銅鉱石の転石を発見して探

鉱をすLめ， 45年にはじめて上総持!(l.A:MI:を開始して現在の本坑鉱床を発見し大正2年

より採捌に177乎した。金山沢鉱!ぷi士大正10年に発見せられ12年より採掘を開始した。

7J，飢坑側ぷは大正5年銅鉱探鉱の捌:J!・戸で辰砂を発見して以来，引続き附近数10カ所

に以州nを下して水銀鉱床の賦イJーを1前j認し 翌年精鋭所を建設し7J，銀を産出するに至
ったが大正8年より休山し，また前記両鉱床も昭和2年に至り休山した。昭和13年よ

り3鉱床とも探鉱を復活し，本台'しにおいては昭和17年に臥加鉱休の下部において良品、

位の欽休に当ったが，坑遁内の土砂押出しに逢い採鉱に杢らず21年よりふたLび休山

に入った。 27年春より再開し電気探鉱による有望区域を坑道掠!進により探鉱中であ

る。従業員は合計15名である。

地質木鉱山の鉱床は余市川と白サl川 とのrdJに挟まれた比高約 200mの丘陵にあっ、

て，木坑鉱床・金山沢坑鉱床および水銀坑鉱J~çの 3 つに分れている 。 この附近一帯の

山地は草木が繁茂していて岩石の露頭は河岸以外にはほとんど露われていないが， 山

地における転石および坑口の初等の状況から推定して地質図を作製した。余市川にそ

っては大断層が走っており， また明治部落より上流の白井川にそってはほ Y南北方向

の大断j百が延び， その北方への延長はこの丘陵を貨ぬき木坑の直ぐ東側を透過して余

市川におよび，前記断胞に合している。 この同断層は地形にも地質にもよく現われて

いる。また別の断層は後者の|引所初込ら明治部落15ft近で分岐し， 白井}II木流に沿って北

準し初めの断層と合し，地質椛溢上三角地帯を椛成している。 この三角地帯では下部

より変朽安山岩・流紋岩および牒岩層がみられ，三角地帯の東方および西方では下部

より流紋岩質擬灰角操岩層 ・黒色頁色層および援灰質砂岩!習の!霞序が認められ，東方

ではさらにその上部を阿女鱒火山熔岩によって覆われている。 また木坑附lliにおいて

すf第三系を貰ぬく変朽安山岩岩11mの註入があり， 後、述の如く黒色頁岩とともに鉱休。

冠岩をなし探鉱上町{る重要である。
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本坑鉱床 この鉱床は流紋岩(凝灰岩を挟む)および繰岩の重ったi也層中に底胎した

黒鉱鉱床で，不規則塊状・大小不同の多数の塊状鉱体よりなり， そのなかで最大のも

のは径 30m内外である。この地層を切ってほど N12-200Eの方向に幅 2-7mの

変朽安山岩岩JV~が 3 条走っているが， 鉱体は主としてその下盤にそって腔胎する傾向

があり，殊に岩脈が大いに傾斜して 700Eになるとヤ盤にのみみられる。この場合鉱

体と岩脈との境界は判然としているが， ほかの場合には母岩との境界がおLむね不明

瞭で滞i移しあるいは鉱染状となり， またその周辺にしばしば粘土を伴っている。鉱塊i

は概して頭大尾小で，下部に到るに従い含銅品{立は低下し稼行に堪えぬようになる。

酸化帯の深さは露頭より約 30mに蓬しその!下部に2次官鉱帯がある。鉱石は野銅

鉱 ・黒銅鉱および孔雀石の混合したもので稀に赤銅鉱および自然銅を伴い， 品位は最

高 Cu30;%"以上，通常 6:-7;%"で、あったが， それらは露天掘でほとんど掘還し現今は

鉱位を残すのみである。明治橋の高さを基準とし 30m， 100 m， 130 m， 150 m および

180mの5抗準があるl。

金山沢坑鉱康 この附近の地質は下部より流紋岩質J凝灰角蝶岩層 ・黒色頁岩層およ

び援灰質砂岩層の層序を示し，鉱床は厚さ 30-40mの黒色頁岩の下盤に接して流紋

岩質凝灰角繰岩中にfEE胎している。 3f周の黒鉱鉱休よりなりいずれも厚さ約 1-3m

で，鉱体は黒色頁岩との境ではお Lむね平坦であるが， 流紋岩質是認灰角機岩の方へ向

つては小さな波状の境を示している。鉱石は堅激で多量の重品石を含み比重が大きい。

鉱体の上最主に頁岩があるため2次震鉱帯は存在しない。鉱体周辺の母岩はしばしば粘

土質となり重品石 ・硫化鉄および黄銅鉱等が鉱染している。 190mおよび 150mの

2坑準がある。

水銀坑鉱床 本鉱床は援灰質砂岩中に不規則に鉱染した辰砂の網状鉱床である。採

掘は露天掘により平均厚さ 2m内外の表土を剥離し それからさらに階段を設けて

採掘を行い， 冬期はその下部を坑内探鉱したが品位が低く稼行の対象とならなかっ

た。露天掘による鉱石は当初は Hg1μ以上あったが，大正7年には HgO.32;%"とな

りかつ断次品{立が低下し良品位部は掘蚤したので， 翌年より休山し現在におよんでい

る。

鉱石 本坑および金山沢坑の黒鉱鉱石は塊状で肉眼では全体が胤黒色を呈しそ

のなかに点々として方鉛鉱および葉銅鉱等を認めることができる。その品位は銅2.5-
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5%，金 0.OOOl--0.00Q2~および銀 0.02-0.005~である。 なお上鉱の分析可直は下表

の如くである。

木坑 1叫 ML| ヌk 坑|金山沢坑

Au 0.00017~ 0.00014~ S 13.98μ 26.01~ 

Ag 0.014 0.012 BaSUl 7.09 13.34 

Cu 6.02 5.30 Si02 49.35 20.93 

Fe 10.13 21.17 AhO， 4.82 5.48 

Zn 3.95 3.64 
回中工業株式会社分析

III. 2.4掛鉱 111(金・卸)(第3図参J!の

位置および交逼 余市郡赤:片川村誌にある。鉱脈はライオジ橋と三木股との間の白

井川両岸に分布しており，調査当時は{木山中で‘あったが，ライオシ橋西方約 500mの

発電所のみは運転していて赤井川村に給電している。 ライオシ橋附近から明治鉱山を

経てl函館本も臨良山駅までは良好なトラッグ道路があり， 往時は馬車鉄道が敷設されて

いた。ライオ γ橋より東方の道路は著しく荒廃している。

4
1
+
1
1
1
1
J
1
1
 

ノ〆鉱脈 o 1 km 
』ーーーーーーー一---'

第 3悶 轟鉱山鉱脈分イjI悶

①広、越 ①商.rit<< (])吊[1趨 ④烈卓越 ③王走塁 @ 優越 ①大越

⑥幸越 ①茶経路 @西大震越 @東大憂越 ⑬秀走塁 ⑪限越
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沼革および現況 問中鉱業株式会社の所有で，鉱床は明治29年頃発見せられ同 31年

より北海道鉱山株式会社の所有となり， 探鉱の結果有望なることがわかり事業を拡張

し同 36年青化精錬場を設け盛んに金銀鉱を産出した。明治39年に田中鉱業株式会社

の手に移り引続き稼行中の所， 41年に火災のため精錬場の大半を焼失したので，爾来

鉱石は国富鉱山に湿り専ら探鉱に努め大越脈そのほかの鉱脈を発見した。大正12年に

青イ七精錬場を設け昭和7年にさらに規模の大きな青イヒ精錬場と浮滋選鉱場とを新設

し昭和15年頃には従業員は 600名を数えた。 しかるに昭和18年6月金鉱企業整備

に遭い事業は中止の己むなさに至り， 設備全部をほかに移し以来休山に入り，現今は

発電所以外はほとんど!日時の面影を止めていない。 しかし田中鉱業株式会社では相当

量の鉱石の埋蔵を予想し，近く再開の計画を樹てている。

地質 鉱山附近の地質は，下部より白井川累層の輝緑岩質変朽安山岩ならびに流

紋岩質凝灰角磯岩層および余市川累層の幾灰質砂岩層の層序を示し， 北方およrf南方

の高所は阿女鱒火山および青井川火山等の噴出物によって覆われている。 輝緑岩質変

朽安山岩層は白井川および間交流青井JIIの川筋に沿い， また擬灰質砂岩l層は白井川本

流北方の各沢上流に狭い範囲に露出しているに過ぎず， 大部分は流紋岩質l凝灰角繰岩

層よりなり，そのなかに鉱床が駐日合している。

流紋岩質凝灰角繰岩層は稀に流紋岩 ・同凝灰岩および硬質黒色頁岩等を挟有し， し

ばしば変朽安山岩岩脈によって寅ぬかれている。 流紋岩質凝灰角議長岩は全般的に灰緑

色を皇し塊状で層理はみられない。 この岩石は鉱床の附近では著しい珪化作用を受け

塊状かっ頗る堅紋な岩石に変っており， さらに石英の細脈が縦横に走りあるいは全般

に侵梁している。 fEfじ作用を受けた部分と然らざる部分とでは，両者の境界は比較的

判然としている O この珪化作用は鉱床の分布と密接な関係があり探鉱上頗る重要であ

るO すなわち木鉱山重要鉱脈の特に需集している大石沢および茶緩滝沢等では， 前記

の如き著しい珪イヒ作用がみられ到るところに貰欽鉱が鉱染しているが， 凝灰質砂岩層

に近い区域やガロの沢附:iliにおいては， 珪化作用や寅鉄鉱の鉱染はほとんどみられず

そこには鉱脈も存在しない。

鉱床鉱床は裂j岸充填鉱床であって含金銀石英脈よりなり，主要な既知鉱脈は 17

条あって， いずれも余市川を中央に挟んでライオシ橋から 三本股に至る直11'1約 4km

の聞に，河の南北両岸それぞれ約 lkm幅の区域内に存在している。 これら 17条の



52 

鉱脈の走向をみるに東西に近いもの7条， N 600 Eに近いもの 5条， N 450 Eに近い

もの 4条，N 300 Eに近いものが1条である。またその傾斜は14条は南東方に， 3条

は北東方に傾~f し，多くは 600 以上の傾斜を示している 。 17 条の鉱脈のうち，卓越・

優越・大越・大優越および秀越等の主要鉱脈は鎚隔が広いばかりでなく迂曲していな

い。西大優越}jlKは最大鎚幅 12.0m，平均鎚幅数m，優越脈は最大 12m，平均約 3m，

そのほかの諸JllKでは平均鑓幅 0.5-3.0mである。

大越 ・告;.ti広・幸越および茶，擢滝等の諸j派は既に掘り蓋し， 忠越・秀越・回大優越・

京大悩;凶 ・王越 ・東卓越および神越等の務j派には残鉱があり，昭越脈は未開発である。

鉱石 鉱石は合金銀石英であって，肉眼では認め難い程度の自然金および締銀鉱

を主とし，極く稀に紅銀鉱および角銀鉱等が見出される。

椀がけで得られた金粒は色白く多量の銀を含む。鉱石の品位の1例を示すと次の如

くである。

鑓 名 金品位 銀品位

秀 越 15 gr/mt 550gr/mt 

西大優越 12 ゲ 450 ゲ

優 越 18 '/ 700 1/ 

輝銀鉱は主として石英中に黒色の条線をなし縞状を呈して存在しており， しばしば

蓄穣輝石・菱マシガ γ鉱および方解石等を伴うことがあり， また石英中には微量の黄

鉄鉱および黄銅鉱等が認められる。 また2次生成物としては鉱体の上部に硬マンガシ

鉱・軟マシガシ鉱・マシガシ土および石官等が存在する。諸鉱脈中におけるこれら諸

鉱物の随伴関係をみると若干の地域性があり， 大石沢附近の鉱床例えば東卓越・西卓

越および神越等の鉱床は高温性鉱物に日み， 他は低温性の鉱物を主としている。 また

1つの鉱脈については，例えば秀越鎚において鉱脈の上部には夜間性の鉱物が多く下

部には低温性の鉱物が多い。鉱}]取は-1投?と露頭より地下に進むに従い， 合金銀量なら

びに鎚幅がともに衰え採掘可能深度は符1]合に浅い。方解石}jIK*には地下水による溶解

で時に大きな空洞を生じなかに人が 2，3人潜入しうるほどである O 鉱脈中におけ

る金銀の分布は元来初生的のもので 2次的変化の影響は著しくないが， それでも多

くの鎚において，露頭以下 30-60mの深さの場所では不明瞭な2次E言鉱部が存する

ものの如く，マジガシ鉱物Jを伴う鉱山Rにおいてそれが認められる O マシガシ鉱物を随



53 

伴する鉱脈は， }也表附近ではそれら鉱物の風化によって生じた硬マ γガシ鉱・軟7 :，.'

ガγ鉱およびマシガシ土等からなる黒色土状物となり，その下部は薄紅色のマンガ y

鉱物(蓄積輝石および菱マyガシ鉱)ならびに白色石英等に輝銀鉱の黒色条線の存する

鉱石を経て， 遂に最下部の白色石英と白色方解石を主とする貧鉱となる。こLでは金

銀はほとんど含まれていなし、。

この鉱山の鉱床および鉱石については古くから多くの学者によって研究されてお

り，本鉱山産鉱物としては既述のもの以外に次の諸鉱物が報告されている。

褐鉄鉱・鍛銅鉱・満俺方解石・玉随・蛋白石・氷長石・蓄額石英・イネサイト・カ

オリン・藤石・ハロイサイトおよびノシトロナイト(後2者は不確実)。

IIL 2.5 その他の鉱山

本図幅内には多数の旧坑が見出されるが， これらは戦時中に稼行されたものが多く

それ以後休山しているので， 坑口は崩壊し鉱況は不明で:lbるから村民の談話そのほか

を綜合して記述した。

中ノ沢鉱山(金・銀) 本鉱山は赤井川村にあり， 白井川支流の中ノ沢に位置し明治

年間中頃より稼行せられ，所有者は転々として昭和国年に三菱鉱業株式会社より帝国

鉱業開発株式会社に移り，さらに昭和25年安藤某の所有となった。鉱山附近の地質は

白井川累層の輝緑岩質変朽安山岩・変朽安山岩および流紋岩よりなり， 鉱床は主とし

て変朽安山岩中に伍胎した合金銀石英脈で、あって，昭和18年以来休山中であるためそ

の状況は詳らかでない。三菱鉱業株式会社の記録によれば，昭和17年組鉱量 1，573

mt (金品位 10~1l gr/mt)を産し手稲鉱山に丞られ選鉱の上精錬されたとしづ 。

勝富鉱山(銅) 赤井川村山梨団体より大登山に至る尾根道路の南北両側に坑口があ

り，集塊岩層の珪化帯中に堕胎した銅鉱床で，昭和18年頃まで稼行されていた。

大和鉱山・鏑得鉱山および大栄鉱山(銅) 本図幅北東部において集塊岩層の変質帯

中に見出される銅鉱床で，戦時中保鉱されていた。

後志鉱山(マyガγ) 木鉱山は大江村土木沢の虻田郡との境界に近い海抜 450rnの

個所にある。流紋岩質援灰岩中にflJi胎したマ y ガγ鉱床で，昭和初期より 19年頃まで

断続して稼行していたという。

武宝鉱山(金・銀) 大江村長沢の余市川に面した海抜 160mの個所にある。 流紋岩
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中に見出される合金銀石英HlKで， 附廷の母岩は著 しくJt化L3岩が突出しているO 町

辛口18年目まて、稼行されていたという 。

111. 2.6 T:i *寸

小働市天神町すなわち小樽市水源の貯水池の直ぐ北東方で， 集塊岩層中に挟まれた

安山岩の熔岩流を石材として採掘しているO 高さ約 30mの切羽に露出した著しい柱

状飢悲J1を有する安山岩を火薬をJIJいて切崩し， グテッシヤ戸で粉liオ:し 1寸角および

6寸角のバラスとして片jいている。経営は小得市奥沢2丁目宮木組で，従業員23名を

似lっている。
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GEOLOGY 

Neogene formations which are composed of thick accumulations 

of sedimentary and pyroclastic rocks, form the basement of Qua­

ternary volcanoes. The Neogene formations are very conspicuous 

in lateral change of rock-facies as well as in variation of thickness 

and they have been considerably dislocated by faults and foldings In 

places the rocks have been secondarily altered through chloriti­

zation, silicification, kaolinization and other bleaching. These cir­

cumstances together with the paucity of fossils in the rocks make it 

somewhat difficult to establish the stratigraphic sequence which is 

applicable to the whole area, In the next table, a provisional strati­

graphic succession with some features of geologic events are given. 
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Table. I 

Shakotan Group 

The lower, middle and upper parts of the group are correlated 

respectively to the Kunnui, Yagumo and Kuromatsunai series 

which are the standard Neogene stratigraphic succession in the 

southwestern Hokkaido, and the group ranges from lower Miocene 



to middle Pliocene in age. It is composed not only of ordinary 

sediments, but also of a good deal of volcanic materials in close 

association. Generally, the strata gently dip towards north. 

Remarkable crustal movements were absent during the sedi­

mentation. They occured probably in later Pliocene age and were 

followed by a peneplanation. In the area of Kayanuma sheet map, 

west of the area mapped, it has been reported that acidic intrusive 

rocks were intruded into the Shakotan group at the same time of 

or after the crustal movements and were followed by the deposition 

of metallic ores. The ore deposits in the area mapped are reasona­

bly considered to be of the same age, because the general geologic 

feature of this area is quite similar to the Kayanuma area. 

Shirai-gawa Formation 

The Shirai-gawa formation is composed of diabasic propylite, 

propylite, rhyolite and their pyroclastics, and scarcely of ordinary 

sedimentary rocks. This is correlated to the Kunnui series from 

lithological and stratigraphic point of view, though no fossils are 

found in this formation. 

(a) Diabasic propylite: This rock is mainly composed of 

diabasic propylite, but it is doleritic at the transitional part to 

the overlying rock, where the both rocks interfinger each other. 

(b) Propylite: This rock is mainly composed of propylite 

rarely being intercalated with green tuff. 

( c) Ochiai rhyolite: This rock is composed of rhyolitic lava 

and pyroclastics which is intercalated with a little tuffaceous sand­

stone. Lava is brown, glassy, hard and compact with a little 

phenocrysts, and has a different appearance from the Nakano-sawa 

rhyolite. 

(d) Nakano-sawa rhyolite: Rhyolite appears in the form of 

lava-flow, being intercalated or alternated with tuff and tuff-breccia. 

Rhyolite is greyish yellow in colour and variable in texture, being 

porphyritic in some parts and non-porphyritic in others. 

3 
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( e) Conglomerate: This consists of conglomerate, which is 

intercalated with thin seams of shale and coarse or medium-grained 

sandstone. 

(f) Rhyolitic tuff-breccia: This rock is light green or greyish 

green in colour, and is massive and non-stratified. It contains 

small fragments of white or light green rhyolite and the matrix 

carries fragmental quartz sporadically. 

Yoichi-gawa Formation 

The uppar part of the Shakotan group is represented by the 

Bagunbetsu formation in the south-western corner of the mapped 

area and by the Yoichi-gawa formation in the remaining part of 

the area. The two formations are synchronous but differ in their 

facies, the former consisting exclusively of igneous facies and pyro­

clastic rocks, while the latter dominantly of ordinary sediments. 

The Yoichi-gawa formation can be divided into five members, 

showing already in the table. The whole succession of the forma­

tion can be studied on its continuous outcrop along the Y oichi­

gawa, about 9 km from the neighbourhood of the Bannosawa­

taki to Ochiai. 

(a) Banded sandstone: This is mainly greyish yellow or 

greyish brown sandstone, composing of rhyolitic mineral consti­

tuents. The sandstone is mostly medium-grained and well strati­

fied, but partly fine or coarse-grained and massive. Occasinally 

the rock shows remarkable false beddings. Andesitic agglomerate, 

lava, lapilli, pumice, andesitic or rhyolitic breccia, tuffaceous 

sandstone and shale, etc. are interbedded in this rock. 

( b) Lower tuffaceous sandstone: This member is mainly 

composed of tuffaceous sandstone, which is yellowish brown, me­

dium or coarse-grained, massive, non-stratified, rough and fragile 

and contains andesitic breccia and lapilli. Castanea U ngerii RICER, 

a plant fossil, is found at Oishi-zawa in Todoroki area and a thin 

coal seam, worth less of working, is intercalated in this rock. 



( c ) Black shale: This member consists of the alternation 

of bJack shale and tuffaceous sandstone. Black shale is hard, 

compact and massive. 

(d) Upper tuffaceous sandstone: Rocks of this member are 

nearly similar to those of the lower tuffaceous sandstone member 

above mentioned. 

(e) Andesitic tuff-breccia: This member is mainly composed 

of andesitic tuff-breccia, in which pumiceous breccias, smaller than 

hen's egg, are solidified with light grey or yellowish brown 

volcanic ash. 

Bagunbetsu Formation 

5 

The Bagunbetsu formation, which crops out at the south-west 

corner of the mapped area, is mainly made up of volcanic ma­

terials such as andesitic lava and pyroclastics. Propylitic alteration 

is remarkable in the lower horizon, while it is very weak or absent 

in the black andesite, the upper most member of the formation. 

The formation is divided into the following three beds in ascend­

ing order. 

( a ) Green tuff: This is composed of green colored andesitic 

tuff and tuff-breccia, rarely intercalated with propylite. 

( b ) Propylite : This is composed of propylite intercalating 

rarely green 'tuff and tuff-breccia. 

( c) Black andesite: This is composed of thick lavafiows 

of hard, compact, black andesite without intercalations of pyro­

clastics. 

Otaru Agglomerate 

It is of subaqueous deposition and is mainly composed of 

agglomerate which intercalates lavafiow, tuff, tuff-breccia, tuf­

faceous sandstone, etc. These rocks are mostly pyroxene andes i­

tic, but rarely trachytic in nature. The Otaru agglomerate covers 

directly not only the andesitic tuff-breccia of t he Yoichi-gawa 
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formation, but also every lower member of the formation and even 

the propylite of the Shirai-gawa formation. 

This agglomerate is widely exposed in the mapped area and 

attains more than 400 m in thickness, indicating a widespread 

occurrence of violent expiosive actions all over the district. The 

rocks developed in the neighbourhood of the boundary between 

Otaru-shi and Akaigawa·mura, are heavily metasomatized by pro­

pylitization and partly by kaolinization or silicification, and carry 

many but small copper or lead ore deposits. , 
Older Andesites of Pleistocene Age 

Ke'nashi-yama, Okobachi-yama, Onobori-yama and Konobori­

yama situated at the north-eastern part of the area mapped are 

small volcanoes, which were built up upon the peneplain in Pleis­

tocene epoch and have been dissected considerably since then. 

Their lavas are nearly alike to each other, the former two being 

composed of olivine-bearing augite-hypersthene andesite and the 

rest of augite-hypersthene andesite. 

Maru-yama Volcano, Asari Volcano, Yoichi 

Volcano and Aoi-gawa Volcano 

Their summits are situated out of the area mapped. The 

lavas of these volcanoes, found within this area, are augite-hypers­

thene andesite or rarely quartz-bearing augite-hypersthene ande­

site. 

Amemasu Volcano 

This is a shield volcano based on the Tertiary formation and 

the lava of the Y oichi volcano. A large explosion crater, about 

2 km in diameter, is present to the northwest of the summit. 

Lavas of this volcano are divided into the Meiji lava, 'quartz·bearing 

hypersthene-augite andesite, and the Amemasu lava; quartz­

bearing augite· hypersthene andesite. 



Akai-gawa Volcano 

Akai-gawa volcano occupies the central part of the western 

half of the area mapped . This volcano is characterized by a huge 

caldera, named Akai-gawa caldera, which is nearly ellipti·cal in 

shape with the width of 7.5 km in east-west direction and of 

6 km in north-south direction, and is surrounded by ridges of 

a nearly definite altitude. Generally speaking, the foundation 

of this volcano is high at the eastern side and low at the 

western side, where the development of volcanic body is most 

remarkable. The somma lavas are roughly divided into following 

four lavas : - Yamanashi lava (olivine-bearing augite-hypersthene­

hornblende andesite), Gempuku-yama lava (olivine-bearing horn­

blende-augite-hypersthene andesite), Daikoku-yama lava (hypers­

thene-hornblende dacite) and Maru-yama lava (augite-bearing 

hypersthene-hornblende andesite). Chohaku-san risen on the nor­

thern mountain-side, is a parasitic volcano and its lava is augite­

hypersthene-hornblende-biotite dacite. Also, Kitamaru-yama shown 

a literally conical form at the northern part within the caldera, 

is a central cone and its lava is hypersthene-bearing hornblende 

andesite. 

The characteristic topography along the Yoichi-gawa valley 

to the south of the volcano and the remarkable difference in geo­

logy between north and south of the valley indicate the existence 

of another gigantic caldera which extends west to the area of 

neighbouring sheet map and encloses whole of Akai-gawa volcano. 

This caldera shows a horseshoe shape opening towards north­

east with the apex near Ginzan and Inaho-toge in the neighbour­

ing area. A conical mountain body of the Akai-gawa volcano 

were formed on the eastern margin of . this gigantic subsidence. 

Subsequently a secondary depression occurei in it and the Akai­

gawa caldera was formed. 

7 
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Quaternary Sediment; 

(a) Akai-gawa clay. This is exposed as flat beds under the 

Akai-gawa loam and is divided into two beds. The lower bed, 

m ore than 2 m thick, is greyish blue in colour and is hard and 

viscid. The upper bed is 3- 4 m in thickness, greyish white in 

colour and is tuffaceous and little viscid. 

( b ) Akai-gawa loam. This is yellowish-brown colored wea­

thering prod'J.ct of volcanic ash. It develops heavily over the area, 

sp cially inside of the Akai-gawa caldera and along the Yoichi­

g awa, where the thickness attains about 150 m. This was de­

posit d after the present topography had been nearycompleted. 

( c) Yoichi-gawa gravel. This is found along the Yoichi­

gaW3. 

( d) Talus deposit. This develops at the foot of mountains. 

1t is especially remarkable inside as well as outside of the Akai­

gawa caldera. 

(e) Alluvium. This is found along rivers. 

ECONOMIC GEOLOGY 

At the time of the field survey, the Otaru-matsukura mine 

( barite ore), the Kokk6 mine (manganese ore) and the Meiii mine 

( black ore or "kuromono ") were under working, and the Todo­

roki mine (gold and silver ore) was expected to be reopened. 

Besides, there are many closed mines (copper, lead, manganese, 

g old and silver, etc.), most of them were worked on small scales 

,during the Pacific War. There is a quarry at the north of the 

water reservoir of Otaru-shi, where andesite is quarried for bal­
last. 

Otaru-matsukura Mine 

The Otaru-matsukura mine, situated in the northeastern part 

o()f the area, is the largest barite min~ in Japan , which supplies 

,85 % of domestic production. 



There are exposed several huge masses of silicified and com­

pact rocks rising up on the ridge near the mine and they repre­

sent the silicified parts of the agglomerate, tuff and tuff-breccia 

of the Otaru agglomerate. The ore deposits of the mine are found 

in the silicified zone and five main ore bodies are known. One 

of them is now under working and this is a replacement body 

which carries barite accompanied by quartz. This ore body ex­

tends, as a whole, along the northern margin of one of the 

silicified rocks and is of 10-20 m wide, but is irregular in shape, 

having vein-like or sheet-like parts and ore pockets. The grade 

of the ore generally gets lower as it goes away from the silici­

fied rock. The ores are greyish blue, rarely greyish white and 

greyish pink in colour, and are massive, hard, compact and 

heavy. Rich parts which contain more than 935'b BaSO are now 

obtained as ores. 

Kokko Mine 

The Kokk5 mine is a manganese mine situated at Fugoppe, 

Yoichi-machi. The ore depusits occur in yellowish brown andesi­

tic tuff-breccia of the Yoichi-gawa formation which is chloritized 

or kaolinized near the ore body owing to mineralization. 

The ore is almost solely composed of manganite and is 35-

40% in manganese content. It is black, hard and has metallic 

lustre, and often shows fine botryoidal structure. The ore bodies 

are potato-like or thinly bedded in shape and are considered to be 

of replacement origin. 

Meiji · Mine 

The Meiji mine is situated at Meiji, Akaigawamura, and 

consists of two black ore deposits, namely Hon-ki) and Kanayama­

zawa-k5, and of a mercury ore deposit. The black ores contain 

2.5-5 5'b of copper in average. The ore deposit of Hon-k5 is com­

posed of many irregular ore masses varied in size and is embraced 

9 
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in a alternating bed of rhyolite, rhyolitic tuff-breccia and conglo­

merate of the Shirai-gawa formation. The largest ore mass is 

nearly 30 m in diameter. The ore masses are apt to be found 

out in the foot-wall side of three propylite dykes, which run in 

nearly north-south direction. The ore deposit of the Kanayama­

zawa-k6 is composed of three, nearly bed-like ore bodies and is 

embraced in rhyolitic tuff-breccia closely lying under hard black 

shale, which has prevented secondary enrichment of ores. The 

ores of this mine are dark grayish black, massive and heavy. 

The mercury deposit, closed in 1919, is a stock-work deposit im­

pregnated irregularly in tuffaceous sandstone of the Yoichigawa 

formation. The ore is said to contain more than 1.96' of mercury. 

Todoroki Mine 

The Todoroki mine, situated at Todoroki, Akaigawa-mura, 

was once one of the most productive gold and silver mines in 

Hokkaid6, but it has been closed since 1943. 

The mother rock of the ore deposits is rhyolitic tuff-breccia, 

though it has turned into a massive, hard and compact rock near 

the ore deposits as a result of remarkable silicification. The ore 

deposits of this mine are found on both sides of the Yoichi-gawa, 

between the Lion-bashi (-bridge) and Sambonmata. Seventeen 

gold and silver bearing quartz veins have been explored. The 

veins run straightly, striking mostly N 45-80° E and dipping to­

wards mostly south-east, but occasionally north-east, with angles 

of more than 60°. They are generally 0.5-3.0 m wide, while the' 

longest vein reaches several meters in average width and 12 m 

at the widest part. The ore is gold-and silver-bearing quartz, 

in which gold is found in the form of native gold and silver 

usually in the form of argentite, but occasionally in those of red 

silver ore and cerargyrite. Rhodonite, rhodochrosite and calcite 

are frequently accompanied with. 
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